本書の構ぶ 


本書をお読みになる前に 

を全にお使いいただくための注意事項や、本書の表記について説明しています。必ずお 
読みください。 


ま1章各部名称 

各部のを称と働きについて説明しています。 


第2章セキュリティ 

本 パソコンで巧 用できる七キュリテイ機能に ついて 紹介します。他人による不正{ま用や 
情報の漏えいなどを防ぐために、日ごろからセキュリティ巧策をむがけてください。 


ま3章ハードウェア 

本 パソコンを お{まいになるうえで必要となる基本操作や基本事項を説明しています。 


ま4章増設 

本 パソコンに 取り付けられ ている （取り付け可能な）周辺機器に ついて、 基本的な取り 
ないホなどを説明しています。 


第5章 BIOS 

BIOS 七ットアップというプログラムについて説明しています。また、本パソコンのデー 
夕を守るためにパスワードを設定するホ法について説明しています。なお、 BIOS 七ッ 
トアップの仕様は、改善のために予告なくを更することがあります。あらかじめご了承 
ください。 


ま6章巧術情報 

本パソコンの仕様などを記載しています。 
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本書をお誘みになる前に 


本書の表記 


■警告表示 

本書では、いろいろな絵表示を巧っています。これは本製品をを全に正しくお{まいいただき、 
あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目巧となる 
ものです。その表示と意ホは次のようになっています。内容をよくご理解のうえ、お読みくだ 
さい。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が死 t する可能性または 
重傷を負う可能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が傷害を負う可能性があ 
ること、および物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を 
{ちっています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記 
号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。 

Q 

® で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも 
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 
記号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。 


■ 本义中の記号 

本文中に記載されている記をには、次のような意ホがあります。 


記号 

意味 

が重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

—» 

参照ページや参照 マニュアルを 示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述しています。 

例： に tri 】 キ ー、 Enter 】 キ ー、 【一】 キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl】 + [F3] キ ー、 【 Shift 】 + 【 t 】 キーなど 
















■ コマンド入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a ： a ： 

T T 

• T の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【 Space 】 キーを1回押してくださ 

い。 

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力しても 
かまいません。 

• CD - ROM ドライブのドライブをを、 [ CD - ROM ドライブ]で表記しています。入力の際は、 
お使いの環境に合わせて、ドライブをを入力してください。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ setup . exe 

■ 画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、実際に表示される画 
面やイラスト、およびファイルをなどが異なることがあります。また、このマニュアルに表記 
されているイラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略していることがあ 
ります。 

■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「^」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」をクリックし、「プログラム」をポイントし、「アクセサリ」をクリックす 
る操作 

丄 

「スタート J ボタン ー「プログラム」^ 「アクセサリ」の順にクリックします。 

また、本文中の操作手順において、操作手順の類似しているものは、あわせて記述しています。 
例：「スタート」ボタンー「（すべての）プログラム」一「アクセサリ」の順にクリックします。 

■ BK)S 七ットアップの表記 

本文中の BIOS セットアップの設定手順において、をメニューやサブメニューまたは項目を、 
「一」（ハイフン）でつなげて記述する場合があります。また、設定値を「：」（コロン）の後 
に記述する場合があります。 

例： 「 Advanced 」 の 「 Virus Warning 」 の項目を 「 Disabled 」 に設定します。 

丄 

「 Advanced 」 一 「 Virus Warning 」 ： Disaoled . 

■ CD-ROM の使用について 

本文中の操作手順において、 CD - ROM を使用することがあります。 

CD - ROM ドライブなどが搭載されていないモデルをお使いの場合は、必要に応じて別売の周 
辺機器を用意してください。使用できる周辺機器については、富±通パソコン情報サイト 
FMWORLD . NET の ビジネス 向けホームページ （ http :// www . fmworld . net / biz /) 内の 「システム 構 
成図」をご覽ください。 

周辺機器の使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。 



■ お問い合わせ先 / URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先やインターネットの URL ァドレスは2003年10月現 
在のものです。を更されている場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」 へお 
問い合わせください『取な説巧書』)。 

■ カスタムメイドオプションについて 

本文中の説明は、すべて標準仕様に基づいて記載されています。 

そのため、カスタムメイドで選択のオプションを取り付けている場合、メモリ容量やハード 
ディスク容量などの記載が異なります。ご了承ください。 

■ 製品の呼び方 

本文中の製品ぶ称を、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお{まいの機種、または OS な外の情報もありますが、ご了承ください。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV-C310 

C310 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV-W610 

W610 

その他のパソコン 

FMV-E610 

E610 

FMV-C610 

C610 

FMV-CX610 

CX610 

バ y ューライン 

FMV-K610 

K610 

Microsoft® Windows® XP Professional 

Windows XP 

Proiessional 

Windows XP 

Windows 注 

Microsoft® Windows® XP Home Edition 

Windows XP 

Home Edition 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 

Windows 2000 

Microsoft® Windows® XP 日本語版 Service Pack 

SP 

Microsoft® Windows® 2000 日本語版 Service Pack 

Microsoft® MS-DOS® operating system 

MS-DOS 

Norton AntiVims™ 2003 

Antivirus 

Sonic RecordNow DX 

RecordNow 

WinDVD™ 4 

WinDVD 

Adobe® Reader® 6.0 

Adobe Reader 


を ： Windows XP/2000 のように併記する場合があリまず。 


Microsoft 、 Windows 、 MS-DOS は、ホ国 Microsoft Corporation のホ国およびその化の国における登録商標または商標でず。 
インテル、 Intel 、 Pentium および Celeron は、アメリカ合ま国およびその他の国における Intel Corporation またはその 
子会社の商標または登録商標でず。 

AMD、AMD Arrow ロゴ 、 AMD Athlon 、 ならびにその組み合わせは 、 Advanced Micro Devices Inc. の商標でず。 

ATI、RADEON It ATI Technologies,Inc. の登録商標でず。 

Un に hrome は S3 Graphics Inc. の登録商標で女。 

その他の各製品名は、各社の商標、まらは登録商標でず。 

その他の各製品は、各社の著作物でず。 


All Rights Reserved, Copyrigh 惚 FUJITSU LIMITED 2003 

画面の使用に際してホ国 Microsoft Corporation の許諾を得ていまず。 
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第 1 章 

各部を觀 

各部の名称と働きについて説明しています。 


1各部の名称と働き 
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11 

12 
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1 CD-ROM ドライブ ( CD-ROM ドライブモデル） 

CD-ROM のデータやプログラムを読み出したり、音楽 CD を再生したりします。 
カスタムメイドの選択によっては、次のドライブが取り付けられています。 

- CD - R/RW ドライブ 
- DVD - 民 OM & CD - R / 民 W ドライブ 
2 CD アクセスランプ （ CD-ROM ドライブモデル） 

CD - 民 OM からデータを読み込んでいるときや音楽 CD を再生しているときに点灯します。 


1各部の名称と働き 

ここでは、パソコン本体、マザーボードの各部の名称と働きを説明します。 

P POINT 

► これが降の記述については、縦置きを前提としています。横置きにする場合は、読み替え 
てください。 

パソコン本体前面 



















































1 を部の名称と働き 


3 CD 取り出しボタン （ CD - ROM ドライブモデル） 

CD - ROM や音楽 CD を七ットするときや取り出すときに押します。パソコン本体の電源 
が入っているときにお使いになれます。 CD アクセスランプが点灯しているときは、押さ 
ないでください。 

4フロッピーディスク取り出しボタン 

フロッピーディスクを取り出すときに押します。 

フロッピーディスクアクセスランプが点灯しているときは、押さないでください。 

5フロッピーディスクドライブ 

フロッピー ディスクにデータを書き込んだり、 フロッピー ディスクからデータを読み出 
したりします。 

6フロッピーディスクアクセスランプ 

フロッピー ディスクにデータを書き込んだり、 フロッピー ディスクからデータを読み出 
したりしているときに点灯します。 

7電源ボタン 

次の場合に押します。 

.パソコン本体の電源を入れるとき 
•スタンバイ状態（省'電力状態）にするとき 
.スタンノくイ状態から復帰（レジュ'—ム）するとき 
8電源ランプ 

パソコ ン本体の電源の状態を表しています。 

緑色に点灯しているときは、電源が入っています。 

オレンジ色に点灯しているときは、スタンバイ状態（省、電力状態）です。 

9ディスクアクセスランプ 

ハードディスクにデータを書き込んだり、ハードディスクからデータを読み出したりし 
ているときに点灯します。また、 CD - ROM ドライブによっては、 CD にアクセスしてい 
るときに点灯する場合があります。 

10マイク端子 （クリ 

ホ版のコンデンサマイクを接続します。 

11へッドホン端子（〇) 

ホ版のへッドホンを接続します。 

12 USB コネクタ 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 

13フット 

本パソコンをお{まいになるときに取り付ける台座です。 

縦置きするときには、転倒防止となります。 

なお、マウスやキーボードのケーブルは、フットの溝に通してまとめることができます 
『取な説明書』)。 
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1マウスコネクタ （ g ) 

マウスを接続します。 

之 キーボードコネクタ 

キーボードを接続します。 

3シリアルコネクタ ( fioioil ) 

RS -232 C 規格に対応した周辺機器を接続します。 

4パラレルコネクタ（[^) 

プリンタやスキャナなどを接続します。 

5ディスプレイコネクタ 

ディスプレイを接続します。アナログ RGB 規格のディスプレイケーブルが使用できます。 

6 LAN コネクタ 

LAN ケーブルを接続します。 

緑色のランプは、パソコン本体とネットワーク機器が正常に接続している場合に点灯し 
ます。 

オレンジ色のランプは、ネットワークでデータを送受信している場合に点滅します。点 
滅の間隔は、データの送受信量により異なります。 

7 USB コネクタ 

USB 規格の周辺機器を接続します。 USB 2.0 に準拠しています。 


パソコン本体背面 













































































1 各部の名称と働き 


8 USB 固定用スリット 

USB コネクタに接続するケーブルを、固定します。 

添付のナイロンバンドを USB 固定用スリットに通し、ケーブルを止めます。 

9ラインアウト端子（を争） 

サウンド出力用端子です。ホーディホ機器の入力端子と接続します。 

スピーカーを直接接続する場合は、アンプ機能内蔵のものをお使いください。 

10ラインイン端子（を吩） 

サウンド入力用端子です。オーディオ機器の出力端子と接続します。 

11アウトレット 

ディスプレイの電源ケーブルを接続します。 

12インレット 

パソコ ン本体の電源ケーブルを接続します。 

13アッパーロック 

本体カバーが開かないように ロック しています。 

14盗難防止用ロック 

巿販の盤難防止用ケーブルを接続します。 

P POINT 

► 盜難防止用 ロックは、 Kensington な 製の マイクロセーバーセキュリティシステムに 対応し 
ています。盗難防止用ケーブルは、次のものを購入してください。他の類似のケーブルは 
取り付けられない場合があります。 

商品名 ： SLIM MICROSAVER 
商品番号： 0522011 

(富±通コワーコ株式会社お問い合わせ： 03-3342-5375) 

15拡張カードスロット 

本パソコンの機能を拡張するを種拡張カードを取り付けます。 PCI に対応した拡張カード 
を使えます。 

SCSI カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクや光磁気ディスクド 
ライブなどが使えるようになります。 
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パソコン本体内部 



1内蔵ハードディスク 

IDE 規格の ハード デ ィスクです。 

2電源ユニット 
3拡張力ードスロット 

本 パソコ ンの機能をあ張す る 各種あ張力ードを取り付けます。 PCI に対応したあ張カード 
を使えます。 

SCSI カードを取り付けると、本パソコンで外付けのハードディスクや光磁気ディスクド 
ライブなどが使えるようになります。 

















1 各部の名称と働き 


マザーボード 
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1 FAN 付きヒートシンク 
2 DIMM スロット 

メモリを取り付けます。 

パソコン 本体の前面から見て、 DIMM し DIMM 2 と並んでいます。 DIMM 1 には、標準の 
メモリが取り付けられています。 

3セカンダリ IDE コネクタ ( IDE 2) 

標準の CD - ROM ドライブが接続されています （ CD - 民 OM 搭載モデル)。 

4プライマリ IDE コネクタ （ IDE 1) 

標準のハードディスクが接続されています。 

5内蔵/くッテリ 

本 パソコ ンの時計機能と BIOS 七ットアップで設定した設定値を保存するためのバッテリ 
です。標準の使用状態 （1 日8時間）で約5年間お使いになれます。 

6フロッピーコネクタ ( FDD ) 

フロッピーディスク ドライブが接続されています。 
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第 2 章 


七キユリテイ 

本パソコンで使用できるセキユリテイ機能につ 
いて紹介します。他人による不正使用や情報の 
漏えいなどを防ぐために、曰ごろからセキュリ 
ティ対策をむがけて〈ださい。 


1セキュリティについて . 18 

2ネットワーク接続時のセキュリティ . 19 

3不正巧巧からのセキュリティ . 21 

4パソコンの盗難防止 . 23 

5パソコン本体廃棄時のセキュリティ . 24 











第 2 章セキュリティ 


1セキュリティについて 


パソコンの 使用増加に伴って、 コンピュータウイルス による システム 破壊、情報の漏えい、不 
正使用、盗難などの危険も増えてきています。これらの危険から大切な情報を守るために、本 
パソコンでは さまざまな セキュリティ 機能が用意されています。 

ここでは、どんな危険があるか、またトラブルに備えてやっておくことにっいて、簡単に説明 
しています。 

が重要 

► セキュリティ機能は完全な本人認識照合を保障するものではありません。当なではセキュ 
リティ機能を使用されたこと、または使用できなかったことによって生じるいかなる損害 
に関しても、一切の責任を負いかねます。 

セキュリティは、本パソコンを使用している方が責任をもって行ってください。 

► セキュリティは一度行えばまむできるものではありません。パソコンを使用している方が 
曰ごろから関也をもって、最善のセキュリティ環境にしておくことが必要です。 

■ コンピユータウイルス 

パソコンにトラブルをひき起こすことを目的として作られたプログラムです。インターネット 
や電子メールなどを通じてパソコンに感染することにより、パソコンのシステムやデータの破 
壊、情報の漏えいといった被害を受けます。 

■ 情報の漏えい 

ネットワークなどをとおしてパソコンに不正に侵入され、重要なデータを流出されたり、破壊 
されたりすることがあります。また、特殊なソフトウェアを使用することにより、廃棄したパ 
ソコンから不正に情報が抜き出されることもあります。 

P POINT 

► フロッピーディスクや CD - R / RW ディスク、 MO ディスクなどの外部記憶な体を廃棄する場 
合も、セキュリティに気をかけてください。ディスクの読み取り部に傷をつけたり、デー 
夕を完全にミ肖去したりすることをお勧めします。 

■不正使用 

利用する権限のないパソコンを使用することです。パスワードを設定するなどの対策で防ぐこ 
ともできますが、容易に想、像できるパスワードを巧用したりすると、不正に巧用される危険性 
が高くなります。 

■を難 

す正にパソコンが持ち出され、保存しているデータが不正に使用されることがあります。 

■ トラブルに備えて 

パソコンの セキュリティには、これで完全というものはありません。日ごろからデータの バッ 
クアップをとったり、ソフトウェアを最新のものにアップデートしたりするなどの巧策をして 
おけば、被害を少なくすることができます。 

詳しくは、「トラブルシューティング」一「トラブルに備えて」、および「ソフトウェア」一 
r Windows Update にっいて」をご覧ください。 





2 ネットワーク接続時のセキュリティ 


2ネットワーク接続時のセキュリティ 


インターネットや電子メールなどのネットワークを利用して、情報を伝達することが多くなり 
ました。そのため、コンピュータウイルスへの感染や、パソコン内の情報が漏えいする危険性 
も高まっています。 

ここでは、ネットワークに接続しているパソコンを守るための七キュリテイ機能について紹介 
します。 


コンピュータウイ J レス 


コンピュータウイルスは、インターネットや電子メールなどを通じてパソコンに感染し、デー 
夕を破壊したりパソコンを起動できなくしたりします。また、ウイルスに感染したパソコンを 
使用することによって、無意識のうちに他のパソコンにウイルスを広めてしまうこともありま 
す。 

本パソコンには、ウイルスを発見するためのソフトウェアとして 「AntiVirusJ が添付されてい 
ます。 Antivirus は、ウイルス定義ファイルを巧用して、ウイルスの侵入と感染をチェックす 
ることができます。 

詳しくは、「トラブルシューティング」一「コンピュータウイルス巧策」をご覧ください。 


通信データの暗号化_ 

重要なデータをネットワーク経由でやり取りしている場合、ネットワーク上のデータから情報 
の漏えいを招くことがあります。そのため、データを暗号化して送信することが増えてきてい 
ます。 

Windows XP Professional や Windows 2000には、データを暗号化するための機能が標準で搭載 
されています。ここでは暗号化機能の1つとして、 「IPSec (Internet Protocol Security ) J を紹介 
します。 

IPSec は、 TCP/IP プロトコルで通信を行っている場合、アプリケーションに依存することなく 
データを暗号化することができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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ワイヤレス LAN 使用時の通信データの 暗号化_ 

ワイヤレス LAN を使ってネットワークに接続すると、無線が届く範囲内にある他のワイヤレ 
ス LAN 搭載機器から通信内容を他人に読み取られてしまう危険性があるので、データを暗号 
化することが必要です。 

カスタムメイドでワイヤレス LAN カードを選択した攝合、本パソコンにはワイヤレス LAN の 
データを暗号化するための機能を搭載しております。 

暗号化および七キュリティについて詳しくは、『ワイヤレス LAN をお使いになる方へ』をご覧 
ください。 

なお、アクセスポイント経由でネットワークに接続している攝合は、アクセスポイントのマ 
ニュアルもご覧ください。 


ファイアウ ォール _ 

パソコンを 外部のネットワークに接続している場合、外部のネットワークから不正にアクセス 
して情報を改ざんされることがあります。そのため、外部のネットワークと内部のネットワー 
クの間にファイアウォールと呼ばれる壁を作って、外部からのアクセスを コン トロールするこ 
とができます。 

WindowsXP では、インターネット接続ファイアウォール （ ICF ) が標準で搭載されています。 
インターネット接続ファイアウォール ( ICF ) については、 Windows のヘルプをご覧ください。 


Windows やアプ リケー ションのアップデート 

お使いの Windows やアプリケーションに脆弱性（セキュリティホール）と呼ばれる弱点が発 
見されることがあります。これらの脆弱性が悪用されると、コンピュータウイルスなどの悪意 
あるプログラムが作られる可能性があります。脆弱性をそのまま放置しておくと、お使いのパ 
ソコンに悪意あるプログラムが侵入する危険性があります。 

その巧策として、システムやアプリケーショ ンソフ トを提供しているを社が修正プログラムを 
無料で配布しています。新しい修正プログラムが発表されたときには、内容を確認の上、お巧 
いの パソコンに 適用して く ださい。 

Windows では 「Windows Update 」 でネットワークから最新の修正プロダラムを入手できます。 
r Windows Update ] の実行方法については、「ソフトウェア」一 「Windows Update について」を 
ご覧ください。 
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3不正使用からのセキュリティ 


パソコンを巧用する権限のない人が不正にパソコンを使用して、データを破壊したり漏えいし 
たりする危険からパソコンを守ることが必要になってきています。 

ここでは、本パソコンで設定できるパスワードや機能などについて説明します。なお、複数の 
パスワードや機能を組み合わせることによって、パソコンの安全性も高まります。 

が重要 

► パソコンの修理が必要な場合は、必ずパスワードなどを解除してください。セキュリティ 
がかかった状態では、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

► パスワードを何かに書き留める際は、ま全な場所に保管してください。また、数字だけで 
なく英数字や記号を入れたり、定期的に変更するなど、他人に知られないように気を付け 
てください。 

Windows のパスワード 


OS の起動時やレジューム時、スクリーン七ーバーからの復帰時のパスワードを設をできます。 
複数の ユーザーで 1台のパソコンを使用する場合、使用する ユーザー によってパスワ ー ドをを 
更できます。 

パスワードの設定方法については、 Windows のヘルプをご覧ください。 

管埋者権限とユーザーアカウント 


Windows XP や Windows 2000では、管理を権限を持ったユーザーアカウントを作成できます。 
管理者は、他のユーザーアカウントの七ットアップや管理などを行うことができます。管理を 
が パソコンを 使用するユーザーを管理することで、 パソコ ンの安全性も高まります。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

アク七ス権と暗号化 


Windows XP や Windows 2000では、ファイルシステムとして 「NTFSJ を{ま用すると次のよう 
なことができます。 

• フォルダやファイルへのアクセス権の設定 

ユーザー または グループ ごとに権限を設定できるため、権限のない ユーザーからの アク七 
スに巧してファイルを保護することができます。 

• フォルダやファイルの暗号化 

不慮の事故でハードディスクを紛失しても、簡単にファイルの内容を刊別できないように 
保護することができます。 

ァクセス権を設定したり暗を化することにより、権限のないユーザーから大切なデータを守る 
ことができます。 

詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 

なお、ご購入時のファイルシステムの設定については、「機能」一「ドライブ関連」をご覧く 
ださい。 
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BIOS のパスワード 


パソコン 起動時 や BIOS 七 ッ ト アップ起動時の パスワードを 設定できます。 BIOS の パスワー 
ドには、 管®を用の パスワードと ユーザー 用の パスワードが あります。 ユーザー 用 パスワード 
で作業を行う場合、 パソコ ンの設定がを更できなくなるなどの制限がつきます。 

詳しくは、 「BIOSJ _ 「Security メニュー」 P .72) および 「BIOSJ _ 「BIOS のパスワード 
機能を巧う」 （^ R 75) をご覧ください。 





4 パソコンのを難防止 


4パソコンのを難防止 


パソコンの盗難という危険性があります。パソコンを鍵のかかる場所に設置または保管するな 
どの対策をとることもできますが、パソコン自体にも盗難防止用の機能が備えられています。 
本パソコンの盗難防止用ロックに盗難防止用ケーブルを取り付けることで、 バソコ ン本体の盗 
難の危険性が減少します。盗難防止用ロックは、 Kensington 社製のマイクロ七ーバー七キュリ 
テイシステムに 対応しています。盗難防止用ケーブルは、次のものを購入してください。他の 
類似のケーブルは取り付けられない場合があります。 

•商品を ： SLIM MICROSAVER 
-商品番号： 0522011 

(富±通コワーコ株式会社お問い合わせ： 03-3342-5375) 

盗難防止用ロックの場所については、「を部《称」ーレくソコン本体背面」 HP .12) をご覧く 
ださい。 

P POINT 

► を難防止用ケーブルの鍵を紛失した場合は、ご購入元にご連絡ください。 






ン本体廃ま時のセキ 


パソコンの廃棄-譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関す 
るごま意 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に{まわれるようになってきていま 
す。これらのパソコンに入っているハードディスクという記憶装置には、お客様の重要なデー 
夕が記録されています。したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重 
要なデータ内容を消まするということが必要となります。 

ところが、このハードディスク内に書き込まれたデータを消ちするというのは、それほど簡単 
ではありません。「データを消まする」という場合、一般に 
.データを「ゴミ箱」に捨てる 
-「削除」操作を行う 
. 「ゴミ箱を空にする」を{まって消す 
. ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
. ハードディスクをご購入時の状態に戻す 

などの作業をすると思いますが、これらのことをしても、ハードディスク内に記録されたデー 
夕の ファイル 管理情報がを更されるだけで、実際にはデータが見えなくなっているだけという 
状態です。 

つまり、一見消ちされたように見えますが、 Windows などの 0 S からデータを呼び出す処理が 
できなくなっただけで、本来のデータは残っているのです。したがって、データ回復のための 
特殊なソフトウェアを利用すれば、これらのデータを読みとることが可能な場合があります。 
このため、悪意のある人により、ハードディスク内の重要なデータが読みとられ、予期しない 
用途に利用されるおそれがあります。 

パソコ ンの廃棄-譲渡等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラ 
ブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において消 
ちすることが非常に重要となります。消まするためには、専用ソフトウェアやサービス（有 
料）を利用することをお勧めします。また、廃棄する場合は、ハードディスク上のデータを金 
植や強磁気により物理的-磁気的に破壊することをお勧めします。 

なお、ハードディスク上のソフトウェア （ OS 、 アプリケーションなど）を削除することなく 
パソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契的に抵触する場合があるため、十 
分な確認を行う必要があります。 

本パソコンには、パソコンの廃棄•譲渡時のデータ流出というトラブルを回避するを全策の一 
つとして、専用ソフトウェアレ、ードディスクデータ消ち」が添付されています。レ、ードディ 
スクデータ消ま」は、 Windows などの OS によるファイル削除や初期化と違い、ハードディス 
クの全領域について、元あったデータに固定パターンを上書きするため、データが復元されに 
くくなります。 

ただし、レ、ードディスクデータ消去」で消ちした場合でも、特殊な設備や特殊なソフトウェ 
アの巧用によりデータを復元される可能性はゼロではありませんので、あらかじめご了承くだ 
さい。 

レ、ードディスクデータ消ち」の巧いホについては、「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」 
をご覧ください。 
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ハードディスクのデータ消去サービスについて 


■ 法人-企業のお客様へ 

弊社では、法人.企業のお客様向けに、専 P 弓スタッフがお客様のもとへお伺いし、短時間で 
データを消ちする、「データ完全消ちサービス」をご用意しております。 

消ち方法は、専用ソフトウェアによる「ソフト消ち」と、消磁装置によるレ、ード消ち」があ 
ります。 


ソフト消去 

弊社標準と定めている2回書き（ランダムデータ+ 0データ）から海外 
規格 ( NSA , DoD ---) に対•応 

ハード消去 

消磁装置による磁気破壊（媒体表面水平磁力10500ガウス） 


消ち証明として富±通が消去証明書を発行し消モ巧フォログラフシールを巧象ディスクに貼 
付け、納品物とします。 

詳しくは、 ストレー ジ統合 サービス （ http :// storage - system . fiijitsu . com / jp / service /) をご覧く ださ 

い。 

お問い合わせ/お申し込み先メ ールアドレス： fbprj @ support . fujitsu.com 





Memo 
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八ードウエア 

本パソコンをお使いになるうえで必要となる基 
本操作や基本事項を説明しています。 


1 マウスについて . 28 

2キーボードについて . 31 

3 CD/DVD について . 33 

4 フロッピーディスクについて . 39 

5ハードディスクについて . 41 

6ハードウエアのお手入れ . 42 
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1マウスについて 



P POINT 

► マウスは、定期的にクリーニングしてください （一 P .42)。 


マウスの使い方 


■ マウスの動かし方 

マウスの左右のボタンに指がかかるように手をのせ、机の上などの平らな場所で滑らせるよう 
に動かします。マウスの動きに合わせて、画面上の矢印（これを「マウスポインタ」といいま 
す）が同じように動きます。画面を見ながら、マウスを動かしてみてください。 




■ボタンの操作 

•クリック 

マウスの左ボタンを1回カチッと押します。 

また、右ボタンをカチッと押すことを「ちクリック」といいます。 


カチッ 













1 マウスについて 


• ダブルクリック 

マウスの 左ボタンを2回連続してカチカチッと押します。 



• ポイント 

マウス ポインタをメニューなどに合わせます。 マウス ポインタを合わせたメニューの下に 
階層がある場合（メニューの右端に い】 が表示されています)、そのメニューが表示されます。 



• ドラッグ 

マウスの左ボタンを押したままマウスを移動し、希望の位置でボタンを離します。 



因 




• スクロール （スクロールボタン 付きの マウスの み） 

. スクロール ボタンを前後に操作す る ことで、ウインドウ内の表示を スクロールさせる こ 
とができます。また、第3のボタンとして、押して{まうこともできます。 

. スクロール機能は、対応したアプリケーションで{まうことができます。 

P POINT 

► 上記のボタン操作は、「マウスのプロパティ」ウィンドウでち利き用（主な機能に左側のボ 
タンを使用）に設定した場合の操作です。 
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USB マウス（光学式）について 


USB マクス (光学式）は、底面からのホい光により照らし出されている陰影をオプティカル 
(光学）センサーで検知し、マウスの動きを刊断しています。このため、机の上だけでなく、 
衣類の上や紙の上でも巧用することができます。 

が重要 

► オプティカル（光学）センサーについて 

-マウス底面から発せられているホい光を直接見ると、眼に悪い影響をちえることがあり 
ますので避けてください。 

-センサー部分をミちしたり、傷を付けたりしないでください。 

-発光部分を他の用途に使用しないでください。 

P POINT 

► USB マウス（光学ま）は、次のようなものの表面では、正しく動作しない場合があります。 
-鏡やガラスなど反き寸しやすいもの 

■ 光沢のあるもの 

-濃淡のはっきりした縮模様や柄のもの（木目調など） 

-網点の印刷物など、同じパターンが連綿しているもの 
► マウスパッドをお使いになる場合は、明るい色の無地のマウスパッドをお使いになること 
をお勤めします。 

► USB マウス（光学ま）は、非接触でマウスの動きを検知しているため、特にマウスパッド 
を必要としません。ただし、マウス本体は接触しているので、傷がつきやすい机やテープ 
ルの上では、傷を防止するためにマウスパッドをお使いになることをお勧めします。 




2 キーボードについて 


2キーボードについて 


キーボード（109日本語キーボード）のキーの役割を説明します。 


P POINT 

► お使いになる os やアプリケーションにより、キーの役割が変わることがあります。 
OS やアプリケーシヨンのマニュアルをご覧ください。 


1 2 3 4 5 6 7 
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1 Esc キー 

アプリ ケーシヨンの実行中の動作を取り消します。 

2 F キー 

アプリ ケーシヨ ンごとにいろいろな役割が割り当てられます。 

3 Back space キー 

力 ー ソルを左へ移動し、 文字を削除するときに押します。 

4 Insert キー 

文字の挿入/上書きの切り替えをするときに押します。 

5 Print Screen キー 

画面表示をタリップボードに取り込みます。 

6 Home キー 

力 ー ソルを行の最初に一度に移動するとき に押します。 

【 Ctrl 】 キーを一緒に押すと、文章の最初に一度に移動します。 

7 インジケータ 

【 NumLock 】 キー、 【 Shift 】 +に apsLock 英數】キー、 【 ScrollLock 】 キーを押すと点灯し、 
各キーが機能する状態になります。再び押すと消え、をキーの機能が解除されます。 

8 Caps Lock 英数キー 

アルファべ ッ 卜を入力するときに使います。 

【 Shift 】 + に apsLock 英数】キーで大文字/小文字を切り替えます。 

9 Ctrl キー 

他のキーと組み合わせて使います。アプリケーシヨンごとに機能が異なります。 
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10 Windows キー 

「スタ ■ —卜 J メニュ ■ —を表示するときに押します。 

11 Alt キー 

化のキーと組み合わせて巧います。アプリケーションごとに機能が異なります。 

12 Application キー 

マウスの ホクリックと同じ役割をします。 

選択した項目のショートカットメニューを表示するときに押します。 

13 Enter キー 

リ ターンキー または改行 キーと も呼ばれます。 

文を改行したり、コマンドを実行したりします。 

14 Delete キー 

文字を削除するときに押します。また、 にじ I 】キーと 【 Alt 】 キーを一緒に押すと、本パ 
ソコンをリ七ット できます。 

15 End キー 

カーソルを行の最後に一まに移動するときに押します。 

【 Ctrl 】 キーを一緒に押すと、文章の最後に一度に移動します。 

16 力ーソルキー 

カーソルを 移動します。 

17 Paae Down キー 

次の画面に切り替えるときに押します。 

18 Page Up キー 

前の画面に切り替えるときに押します。 

19 テン キー 

「NumLockj インジケータ点灯時に数字が入力できます。 

「NumLockj インジケータ消灯時にキー下段に刻印された機能が有効になります。 

20 Num Lock キー 

テンキーの 機能を切り替えるときに押します。 

P POINT 

► キーボード底面にあるチルトフットを起こすと、キーボードに角度をつけることができま 
す。 







3 CD / DVD について 


3 CD / DVD について 


CD / DVD の取り扱いやセツトちま、取り出しちまを説明します。 

が重要 

► ここでは、 CD-ROM、 音楽 CD および CD-R/RW ディスクをまとめて CD、DVD-ROM や DVD- 
Video などをまとめて DVD と呼んでいます。また、 CD や DVD をまとめてディスクと呼 
びます。 

► カスタムメイドで選択したドライブによって、使用できるディスクは異なります。 

取り扱い上のを意 


故障の原因となりますので、 CD や DVD をお f まいになるときは、次の点に注意してください。 

■ ディスク使用時の注意事項 

• ディスクは両面ともラベルを貼ったり、ボールペンや鉛筆などで字を書いたりしないでく 
ださい。 

• データ面をさわったり、傷をつけたりしないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 汚れたり水滴がついたりしたときは、少し湿らせた布で中央から外側へ向かって拭いた後、 
乾いた布で拭き取ってください。 

• コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所に保管しないでください。 
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■使用できるディスク 

使用できるディスクは、カスタムメイドの選択によって異なります。 


□ CD-ROM ドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 

团陌恒 


o 

X 

X 

音楽 CD 

团陌面 

DIGITAL AUDIO 

曲離む 

DIGITAL AUD に 

曲呂陌 

(b に ITAL video ! 

o 

X 

X 

CD-R 

("tCOMPACT 

曲目陌 

f Recordable 1 


o 

X 

X 

CD-RW 

口 COMPACT 

曲目陌 

fncOMPACT^ 

曲目陌 1 


o 

X 

X 

f Rewritable 1 

f Rewritable 1 罩 


□ CD-R/RW ドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 

团腹歴 


o 

X 

X 

昔楽 CD 

团眶面 

DIGITAL AUDIO 

離な 

DIGITAL AUD に 

曲目歷 

[digital VIDEOl 

o 

X 

X 

CD-R 

rjCOMPACT 

曲離 

f Recordable 1 


o 

o 

X 

CD-RW 

nCOMPACT 

曲甄 

f Rewritable 1 

邸離! 

f Rewritable 1 干 


o 

o を 

o を 


を： CD - RW に書き込んだデータを削除するには、ディスクに書き込まれているデータをすべてミ肖去する必要があ y ます。 





3 CD / DVD について 


□ DVD-ROM & CD-R/RW ドライブの場合 



読み込み 

書き込み 

書き換え 

CD-ROM 

团陌面 


o 

X 

X 

音楽 CD 

曲離 

DIGITAL AUDIO 

曲目陌な 

DIGITAL AUDIO 

面旧陌 

fDIGITAL VIDEOl 

o 

X 

X 

CD-R 

nCOMPACT 

曲離 

[Recordable 1 


o 

o 

X 

CD-RW 

nCOMPACT 

向 n 目旧 

nCOMPACT-5 

け n 0 旧！ 


o 

O を 2 

o ぉ 

1 Rewritable 1 

[Rewritable 1 共 

DVD-ROM 



o 

X 

X 

DVD-Video 


o 

X 

X 

DVD-R 

(3.95GB/4.7GB) 



o 

X 

X 

DVD-RW 

常 


o 

X 

X 

DVD-RAM 注 1 
(4.7GB / 9.4GB) 

uyo 

RAM 


o 

X 

X 


ま 1 : DVD-RAM は、力ートリッジなしタイプまたは力ートリッジからディスクが取り出せるタイプをご購入くださし、。 
カートリッジに入れた状態で使用するタイブ （Type1) は使用できません。また、無理に取り出して使わないでく 
ださい。 

ま2 : CD-RW に書き込んだデータを削除するには、ディスクに書き込まれているデータをすべて消去する必要がありま 
ず。 
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□お奨ディスク 

本パソコンで書き込み.書き換えを行う場合は、次のディスクをお使いになることをお勧めし 
ます。 

• CD-R 

太陽誘電： CD - R 74 TY 、 CD - R 80 TY 

• CD-RW 

富±通サプライ品： CD - RW 74/0241410 

兰羞化学： SW 74 QU し SW 74 EU し SW 80 QU し SW 80 EU 1 

富±通サプライ品は、富±通コワーコ株式会社の取り扱い品です。 

お問い合わせ： 03-3342-5375 

上記な外の CD - R / RW ディスクをお使いの場合は、書き込み-書き換え速度のほ下や正常に書 
き込み•書き換えができない場合があります。 

P POINT 

► カスタムメイドで CD - R / RW ドライブまたは DVD-ROM&CD-R/RW ドライブを選択した場 
合、本パソコンで作成した CD-R/RW は、お使いになる CD プレーヤーによっては再生で 
きないことがあります。 

■ DVD ディスクご使用時のを 意 事項 

• 次の DVD ディスクがお使いになれます。 

. DVD - ROM 、 DVD - Video と書かれているディスク 

. DVD ディスクに記録されているリージョンコードに 「2 J が含まれているか、 「 ALL 」 と 
書かれているディスク 

■ディスクの種類によっては、専用の再生ソフトが添付されている場合があります。ディス 
クに添付の再生ソフトをインストールした場合、 WinDVD での再生は保証いたしません。 
また、ディスクに添付されている再生ソフトにっいても、弊社では保証いたしません。 

• 国ごとに割り当てられたリージョンコードがディスクに表示されている場合には、ディス 
クとドライブユニットのリージョンコードが一致しないと DVD を再生できません。 

• 本パソコン内蔵のドライブ ユニッ トのリージョンコードは2です。 （ Locale 沿） 

• リージョンコードの設定は、4回までできます。4回'変更すると、それな降はリージョンコー 
ドがを更できなくなります。 

■ DVD のディスクの種類によっては、著作権保護のため、コピープロテクトがかかっている 
場合があります。 WinDVD では、著作権保護として、デスクランブル機能および相互認証 
( Authentication ) 機能が用意されています。著作権保護のされたデータなどをコピーし、再 
生しても、相互認証 エラー （Authentication Error ) となり、再生できません （This DVD can't 
be played in this Region . と表示されます)。 



3 CD / DVD について 


■ ドライブのを意事項 

• 「ディスク使用時の注意事項」が守られていないディスク、ゆがんだディスク、割れたディ 
スク、ヒビの入ったディスクはお巧いにならないでください。故障の原因となることがあ 
ります。これらのディスクをお使いになり故障した場合は、保証の巧象外となります。 

■本パソコンは、円形のディスクのみお巧いになれます。円形な外の異形ディスクは、お使 
いにならないでください。を障の原因となることがあります。異形ディスクをお使いにな 
り故障した場合は、保証の巧象外となります。 

• ホ販の CD - ROM クリーニングディスクを使ってクリーニングを行うと、レンズにゴミなどが 
付着することがあります。 CD - ROM クリーニングディスクはお使レ、にならないでください。 

• コピーコントロール CD は、現状の音楽 CD の 規格に準拠していない特殊な ディスクの ため、 
本 パソコンでの 再生および動作保証はできません。 コピーコントロール CD の ご f ま 用中に 
不具合が生じた場合は、各 コピーコントロール CD の発売元にお問い合わせください。 

なお、正式な音楽 CD 規格に準拠した CD には、次のようなロゴが表示されています。 



DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 


P POINT 

► DVD-ROM&CD-R/RW ドライブをお使いの場合は、次の点にご注意ください。 

■ 不正コピー防止の仕様に準拠していない DVD ディスクやビデオ CD は、正常に再生で 
きない場合があります。 

-本パソコンでは DVD-Audio、DVD+RW、DVD+R を再生および動作保証はできません。 

► WinDVD では DVD-ROM、DVD-R、DVD-RW、CD-R、CD-RW を再生および動作保証でき 
ません。 


ディスクを七ットする/取り出す 


■ディスクを七ットする 

1 CD 取り出しボタンを巧します。 

CD 取り出しボタンの中央を押すと、ディスクを七ットするトレーが少し出てきます。 























第 3 章ハードウ エア 


2 トレーを手で引き出します。 

図のようにトレーの中央を持って引き出してください。 



3 ディスクのレーベル面を左にして、トレーの中央の突起に「パチン」という音 
がするまではめ込みます。 

このとき、転倒しないようトレーを手で押さえてください。 



P POINT 

► ディスクは、必ずトレーの中央の突起に「パチン」と音がするまで、はめ込んでくださし、。 
きちんとはめ込まないと、故障などの原因となることがあります。 

4 トレーを手で「カチツ J という音がするまで巧します。 

トレーが本体に入り、ディスクがセットされます。 

P POINT 

► ディスクをセットすると、 CD アクセスランプが点なします。 CD アクセスランプがミ肖える 
のを確認してから、巧の操作に進んで < ださい。 

► トレーを入れるときに CD 取り出しボタンを押すとトレーが正し<セツトされません。 


■ディスクを取り出す 

ディスクを取り出す場合は、 CD アクセスランプが消えているのを確認してから、 CD 取り出 
しボタンを押してください。 































4 フロッピーディスクについて 


4フロッピーディスクについて 


フロッピーディスクの取り巧いやセツト方法、取り出しちまを説明します。 


取り扱い上のを意 


故障の原因となりますので、フロッピーディスクをお使いになるときは、次の点に注意してく 
ださい。 

• コーヒーなどの液体がかからないようにしてください。 

• シャッタを開いて中のディスクにさわらないでください。 

• 曲げたり、重いものを載せたりしないでください。 

• 磁おなどの磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• 固いホなどに落とさないでください。 

• 高温や低温の場所に保管しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場巧に保管しないでください。 

• ラベルを何枚も重ねて貼らないでください（ドライブにつまる原因になります)。 

• 結露や水滴がつかないようにしてください。 


フロッピーデイスクを七ットする/取り出す 


P POINT 

► DOS/V フホーマット済みのフロッピーディスクをお使いくださし、。その他のフロッピーディ 
スクをお使いになると、動作が保証されません。 


■ フ□ッピーディスクを七ットする 

1 ラベル面を左にしてシャッタのある側から、フロッピーディスクドライブに差 
し込みます。 

「カ シャツ」 と音がして、 フロッピー ディスク取り出しボタンが飛び出します。 






フロッピーディスク 
取り出しボタン 
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■ フ□ッピーディスクを取り出す 

t フロッピーデイスクアクセスランプが消えていることを確認します。 



P POINT 

► フロッピーディスクアクセスランプの点な中に、フロッピーディスクを取り出さないで〈 
ださい。データが破壊される可能性があります。 

2 フロッピーディスク取り出しボタンを巧します。 

フロッピーディスクが出てきます。 




























5 ハードディスクについて 


5ハードディスクについて 


ハードディスクの取り扱いについて、気をつけていただきたいことを説明します。 


ミ主意事項 


故障の原因となりますので、次の点に注意してください。 

•ハードディスクの内部では、情報を記録するディスクが高速に回転しながら、情報の読み 
書きをしています。非常にデリケートな装置ですので、電源が入ったままの状態で本パソ 
コンを持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

• 極端に温度'変化が激しい場所でのご使用および保管は避けてください。 

•直が日光のあたる場所や発熱器具のそばには近づけないでください。 

• 衝撃や振動の加わる場所でのご使用および保管は避けてください。 

• 湿気やほこりの多い場巧でのご使用および保管は避けてください。 

• 磁おや強い磁界を発生する装置の近くでのご使用および保管は避けてください。 

• 分解したり、解体したりしないでください。 

• 結露や水滴がっかないようにしてください。 

P POINT 

► 取り扱いちまによっては、ディスク内のデータがお壊される場合があります。重要なデー 
夕は必ずバックアップを取っておいて < ださい。 

► 同ータイプのハードディスクでも若干の容量差があります。ハードディスク単位ではな< 
ファイル単位、または区画単位でのバックアップをお勧めします。 
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ハードウ エア 


6八ードウエアのお手入れ 


パソコン本体のお手入れ 


zL 言口 

感電 • お手入れをする場合は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 

A をコンセントから抜いた後に作業してください。 

感電の原因となります。 

•柔らかい布でから拭きします。から拭きで落ちない汚れは、中性洗剤をしみ込ませ固くし 
ぼった布で拭きます。汚れが落ちたら、水に浸して固くしぼった布で、中性洗剤を拭き取 
ります。拭き取りのときは、パソコン本体に水が入らないようにご注意ください。 

• 中性洗剤が外の洗剤や溶剤などをお使いにならないでください。パソコン本体を損傷する 
原因となります。 

• 掃除機などでほこりを吸引するなど、通風孔にほこりがたまらないように定期的に清掃し 
てください。 


マウスのお手入れ 


表面の汚れは、柔らかい布でから拭きします。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた布を、固く絞って拭き取ってく 
ださい。中性洗剤を使用して拭いた場合は、水に浸した布を固く絞って中性洗剤を拭き取って 
ください。また、拭き取りの際は、マウス内部に水が入らないよう十分に注意してください。 
なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶巧に使わないでくださ 

い。 

また、 PS /2 マウスのボールがスムーズに 回転しないときは、 ボールを 取り外して クリーニン 
ダします。 ボールのクリーニング ホ法は、次のとおりです。 

t マウスの裏ブタを取り外します。 

マウス底面にある裏ブタを、矢印のホ向に回して取り外します。 








6 ハードウエアの お手入れ 


2ボールを取り出して、水洗いします。 

マウスをひっくり返し、ボールを取り出します。その後、ボールを水洗いします。 



3 マウス内部をクリーニングします。 

マウス内部、および裏ブタは、水に浸して固くしぼったホでおきます。 
口 I — ラ' —は綿棒でおきます。 



4ボール、裏ブタを取り付けます。 

ボールとマウスの 内部を十分乾燥させたら、 ボールと 裏ブタを取り付けます。 


^ —ん一 r のわ丰 入れ__ 

キーボードの巧れは、乾いた柔らかいホで軽くおき取ってください。 

汚れがひどい場合は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませたホを、固く絞っておき取ってく 
ださい。中性洗剤を使用しておいた場合は、水に浸したホを固く絞って中性洗剤を拭き取って 
ください。また、おき取りの際は、キーボード内部に水が入らないよう十分に注意してくださ 
い。なお、シンナーやベンジンなど揮発性の強いものや、化学ぞうきんは絶巧に{まわないでく 
ださい。 

また、 キーボー ドの キーとキーの 間の ホコリ などを取る場合は、圧縮空気などを巧ってゴミを 
かき飛ばしてください。掃除機などを巧って、 キーを 強い力で引っ張らないでください。 
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Z ロ ッピーディスクドラィ ブのお手入れ_ 

フロッピーディスクドライブは、長い間{まっていると、ヘッド（データを読み書きする部品） 
が巧れてきます。へッドが巧れると、フロッピーディスクに記録したデータを正常に読み書き 
できなくなります。別売（サプライ品）のクリーニングフロッピーで、3ヶ月に1回程度クリー 
ニングしてください。 

• サプライ品 

商品ぶ： クリーニングフロッピィマイクロ 
商品番号： 0212116 

(富±通コワーコ株式会社お問い合わせ： 03-3342-5375) 

1 クリーニングフロッピーをセットします。 

2 コマンドプロンプトから、 dir などのディスクにアクセスするコマンドを実行しま 
す。 

例：次のように入力し、 【 Enter 】 キーを押します。 
dir a : 

3 フロッピーディスクアクセスランプが消えているのを確認し、クリーニングフ 
ロッピーを取り出します。 


第 4 章 

増設 

本パソコンに取り付けられている（取り付け巧 
能な）周巧機器について、基本的な取り扱い方 
などを説明しています。 

1周辺機器を取り付ける前に . 46 

2本体カバーを取り外す . 48 

3 メモリを取り付ける . 49 

4拡張力ードを取り付ける . 55 
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1周辺機巧を巧り付ける前に 


本パソコンは、さまざまな周辺機器を接続または内蔵して機能を拡張できます。 


A 警告 



• 周辺機器を接続する場合には、弊な推巽品が外の機器は接続しないでくださし^。 
感電-火おまたは故障の原因となります。 


A 注息 





• 周辺機器類の取り付け、取り外しを行う際は、マニュアルに指定された場巧お外のネジは、 
外さないでください。 

指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあり、また、故障の原因となるこ 
とがあります。 


故障 

〇 


• ケーブル類の接続は本書をよく読み、接続時に間違いがないようにしてください。 

誤った接続状態でお使いになると、本パソコンおよび周巧機器が故障する原因となることが 
あります。 


取り扱い上のを意 


周辺機器を取り付けるときは、次のことに注意してください。 

• 周辺機器の中には、お使いになれないものがあります 

ご購入の前に富±通パソコン情報サイト FMWORLD . NET のビジネス向けホームページ 
( http : // www . fmworld . net / biz /) 内の「システム構成図」をご覧になり、その周辺機器がお使 
いになれるかどうかを確認してください。 

• 周辺機器は、弊社純正品をお使いいただ〈ことをお勧めします 

純正品が外を取り付けて、正常に動かなかったり、パソコンが故障しても、保証の対象外 
となります。 

純正品が用意されていない機器については、本パソコンに対応しているかどうかをお使い 
の周辺機器メーカーにご確認ください。弊社純正品が外の動作については、サポートして 
おりません。 

• 一度に取り付ける周辺機器は1つだけに 

一度に權數の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどが正常に行われない 
おそれがあります。1つの周辺機器の取り付けが終了してから、別の周辺機器を取り付けて 
ください。 

• パソコンおよび接続されている機器の電源を切る 

安全のため、 必ず電源プラグをコンセントからおいてください。 パソコンの電源を切った 
状態でも、パソコン本体内部には電流が流れています。 

• 電源を切った直後は作業をしない 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プ 
ラダをコン七ントから抜いた後10分ほど待ってから作業を始めてください。 






1 周辺機器を取り付ける前に 


• 内蔵の周辺機器について 

標準搭載およびカスタムメイドの選択によって搭載された機器は、ご購入時の状態から搭 
載位置やケーブルの接続先などをを更することをサポートしておりません（マニュアルな 
どに指示がある場合を除く）。 

• 電源 ユニッ トは分解しない 

電源 ユニットは、パソコ ン本体内部の背面側にある箱形の部品です。 

「各部を称 J _レくソコン本体内部 J (^ P .14) 

• 巧部のケーブル類や装置の巧いにを意 

傷つけたり、加工したりしないでください。 

• 柔らかいホの上などで作業してください 

固いものの上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷が付くおそれがあります。 

• 静電気にミ主意 

内蔵周辺機器は、プリント基板や電子部品がむきだしになっています。これらは、人体に 
発生する静電気によって損傷を受ける場合があります。取りなう前に、一度大きな金属質 
のものに手を触れるなどして静電気を放電してください。 

• プリント基«表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れない 

金具の部分や、プリント基板のふちを持つようにしてください。 

• 周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるものが一般的ですが、パソコン 
本体より後に電源を入れるものもあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

• AC 円に対応した周辺機器をお使いください 

本 パソコンは、 ACPI (省'電力に関する電源制御規格の1つ）に巧応しています。 

ACPI 対•応の 0 S で周辺機器をお使いになる場合、周辺機器が ACPI に巧応しているか周辺 
機器の製造元にお問い合わせください。 ACPI に巧応していない周辺機器を巧うと、正常に 
動作しないおそれがあります。 

• ドライバーを用意する 

周辺機器の取り付けや取り外しには、プラスのドライバーが必要な場合があります。 

ネジの頭をつぶさないように、ネジのサイズに合ったドライバーをご用意ください。 
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2本体カバーを巧り外す 


周辺機器を取り付けるときは、アッパーカバーを取り外して、内部が見える状態に 
します。 


本体 カバーの 取り外し方 


P POINT 

►フットを取り付けている場合 

パソコン本体からフットを取り外してパソコン本体を横置きにしてから、アッパーカ/く一 
を取り外してください。 

► 盗難防止用ケーブルを取り付けている場合 

盜難防止用ロック（一 P.13) から盜難防止用ケーブルを取り外してから、アッパーカバー 
を取り外してください。 

1 アツパーロックを左にスライドします。 



2アツパーカバーを取り外します。 

パソコン本体前側にスライドさせてから、上ホに持ち上げて取り外します。 



P POINT 

► 取りかける場合は、取り外す手順を参照してくださし、。 


















3 メモリを取り付ける 


ゾモリを巧り付ける 


本パソコンのメモリを増やすと、一度に読み込めるデータの量が増え、パソコンの 
処理能力があがります。 

P POINT 

► ご購入を、 メモリを取りせける場合は、 Windows のセットアップをしてから、一度電源を 
切った後に取り付けて < ださい『取扱説明書 J 1)。 


么警告 



• メモリの取り付けや取り外しを行う場合は、パソコン本体および接続されている機器の電源 
を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に作業してください。 

感電の原因となります。 


茲 


メモリの取り付けや取り外しを行う場合は、電源を切り電源プラグをコンセントから抜いた 
後、十分に待ってから作業をしてください。 

火傷の原因となります。 


感電 

A 


• メモリを取り付ける場合は、弊社純正品をお使いくださし、。 
感電-火おまたは故障の原因となります。 


A 江思 


けが 

0 


• メモリの取り付けや取り外しを行う場合は、指定された場所お外のネジを外さないでくださ 
い。 

指定された場所お外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 


けが 


• プリント基板は、指定されている場巧お外には手を邮れないでくださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 


故障 

Q 


メモリは何度も抜き差ししないで〈ださい。 

故障の原因となることがあります。 

メモリは次図のようにんちを持ってください。金色の線が入っている部分（端子）には、絶 
巧に手を角もれないでください。 

この部分には手を触れないでください。 
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タモリの取り付け場所 _ 

メモリはパソコン本体内部の DIMM スロットに取り付けます。 

が重要 

► メモリを取り付ける場合は、 DIMM スロッ トの突起部の位置を間違えないように注意して 
ください。 



が重要 

► イラストは、メモリの逆向きの装着を防ぐため、 DIMM スロットの長短を誇張して説明し 
ています。実際の機器とは異なりますが、ご了承ください。 















メモリを取り付ける 


3 


取り付けられるメモリ 


本パソコンにメモリを増設する場合は、弊社純正品の「184ピン DD 民 SDRAM DIMM メモリ 
( PC 2700、 ECC 対応なし）」をお使いください。 


■ メモリの組み合わせ表 

本パソコンには、最大で 1 GB のメモリを取り付けることができます。 

メモリを増設するときは、次の表でメモリの容量とスロットの組み合わせを確認し、正しく取 
り付けてください。表な外の組み合わせでは、本パソコンが正しく動作しなレ、場合があります。 


DIMM 1 

DIMM 2 

総容量 

128 MB 

- 

128 MB (標準） 

128 MB 

256 MB 

384 MB 

128 MB 

512 MB 

640 MB 

256 MB 

- 

256 MB 

256 MB 

256 MB 

512 MB 

256 MB 

512 MB 

768 MB 

512 MB 

- 

512 MB 

512 MB 

256 MB 

768 MB 

512 MB 

512 MB 

1 GB 







第 4 章増設 


タモリを取り付ける 


が重要 

► メモリの取り付け/取り外しを巧う場合は、メモリが補助金具などに触れないように注意 
してください。 

f 電源プラグをコンセントからおきます。 

2 アツパーカバーを 取り外します （一 P .48)。 

3 ハードディスクのフラツトケーブルを取り外します。 

緑色のタブを引っ張って、フラットケーブルをゆつくり引いて取り外してください。 



4 ファイルユニットを固定しているネジ （2 ケ巧）を取り外します。 



5 ファイルユニットを、パソコン本体前側にスライドします。 













3 メモリを取り付ける 


6スロットの両側のフックを外側に開きます。 



7 メモリをスロットに垂直に差し込みます。 

メモリが補助金具に触れないように注意しながら、メモリの切り欠き部 （1 ヶ所）とス 
ロットの突起部分 （1 ヶ所）を合わせて、両手でしっかりとスロットに差し込んでくだ 
さい。 

正しく差し込まれると、スロットの両側のフックが起きます。このとき、フックがメモ 
リをしっかり固定しているか確認してください。 


P POINT 


► イラストは、メモリの逆向きの装着を防ぐため、 DIMM スロットおよびメモリの長短を語 
張して説明しています。実際の機器とは異なりますが、ご了承ください。 

► メモリは、パソコン本体背面から見て、向かってち側に短い方がくるようにして差し込ん 
でください。逆向きに差し込んだ場合、パソコン本体が故障する原因となることがありま 
すので、ミ主意してください。 



0 































第 4 章増設 


8 ファイルュニットを元の位置に戻し、手順 4 で取り外したネジで固定します。 
9ハードディスクのフラットケーブルを取り付けます。 
f 0アッパーカバーを取り付けます。 

P POINT 

► メモリを取り外す場合は、取り付ける手順を参照してください。なお、取り外したメモリ 
は、静電気防止袋に入れて大切に保管してください。 

► スロットの両側のフックを外側に開くときは、勢いよく開かないように注意してください。 
フックを勢いよく外側に開〈と、メモリが飛び抜け、故障の原因となることがあります。 















4 拡張カードを取り付ける 


4拡ミ長力ードを巧り付ける 


拡張力ードは、本パソコンの機能を化張します。 

P POINT 

► ご購入を、 化張力ードを取りせける場合は、 Windows のセットアップをしてから、一度電 
源を切った後に取りかけて < ださい『取扱説明書 J 1)。 


A 警告 


感電 

A 


• 施張カードの取り付けや取り外しを行う場合は、パソコン本体および接続されている機器の 
電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に作業してください。 

感電の原因となります。 


遂 


• 拡張カードの取り付けや取り外しを行う場合は、電源を切り電源プラグをコンセントから抜 
いた後、十分に待ってから作業をしてください。 

火傷の原因となります。 



• 拡張カードを取り付ける場合は、弊な純正品をお使いください。 
感電-乂おまたは故障の原因となることがあります。 


A 注息 


け が 

Q 


• 施張力 ー ドの取り付けや取り外しを行う場合は、指定された場所が外のネジは外さないでく 
ださい。 

指定された場所が外のネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因とな 
ることがあります。 


けが 


• プリント基板は、指定されている場所お外には手を角もれないでくださし、。 
けがをするおそれがあります。また、故障の原因となることがあります。 


けが 


マザ ー ボードの パソコン 本体背面側の金具には、手を邮れないでください。けがをするおそ 
れがあります。また、故障の原因となることがあります。 
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拡張カードの取り付け場所 


お張カードは、パソコン本体内部のあ張カード スロッ トに取り付けます。 



取り付けられる拡張カード 

本 パソコ ンには、 PCI 規格のあ張カードを取り付けることができます。 

PCI 1 のスロットには、最大長 176 mm のあ張カードレ、ーフサイズ）を取り付けることができ 
ます。 PCI 2 のスロットには、最大長 120 mm のあ張カードを取り付けることができます。 


























4 拡張カードを取り付ける 


拡張カードを取り付ける 


1 電源プラグをコンセントからおきます。 

2 アツパーカバーを 取り外します （一 P .48)。 

3 拡張カード取り付け金具を取り外します。 

お張カード取り付け金具を真上に引き上げてください。 

すでにあ張力ードが増設されている場合は、増設されたあ張力ードに接続されている 
ケーブルを抜いてから、取り外してください。 



4簡易取り付け金具を外側に開き、スロットカバーを取り外します。 

簡易取り付け金具は、緑色の部分な外の箇所に触れないでください。 



P POINT 

► 取りかしたスロットカバーは大切に保管してください。 

拡張力ードを取りかしてお使いになる際、 パソコン 内部にゴミが入らないよう取りかけま 
す。 





























第 4 章増設 


5拡張力ードをコネクタに差し込み、簡易取り付け金具で固定します。 

お張カードをコネクタにしっかり差し込みます。なお、簡易取り付け金具は、緑色の部 
分な外の箇所に触れないでください。 



6 拡張カード取り付け金具を取り付けます。 



7 アツパーカバーを取り付けます。 

8 電源プラグをコンセントに差し込み、本パソコンの電源を入れます。 

デバイスドライバとリソースが自動的に設定され、あ張力ードが使えるようになりま 
す。 


P POINT 

► 化張カードを取り外す場合は、取り付ける手順を参照してください。 

► 拡張力ードの取りかけ後に画面にメッセージが表示された場合は、メッセージに従って操 
作してください。詳しくは，拡張力ードや周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

► 拡張力ードを使用する前に、デバイスマネージャに正し<を録されていることを巧認して 
〈ださい。詳し〈は，拡張力ードや周辺機器のマニュアルをご覧ください。 
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BIOS 

BIOS セットアップというプログラムについて説 
明しています。また、本パソコンのデータを守 
るためにパスワードを設定する方法[こついて説 
明しています。なお、 BIOS セットアップの仕様 
は、改善のために予告な〈変更することがあり 
ます。あらかじめご了承〈ださい。 


1 BIOS セットアップとは . 60 

2 BIOS セットアップの操作のしかた . 61 

3 メニユー詳細 . 64 

4 BIOS のパスワード機能を巧う . 75 

5 BIOS がま示するメッセージー覧 . 78 
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BIOS 


1 BK ) S セットアップとは 


BIOS 七ッ トアップはメモリやハードディスク、 フロ ッピーディスクドライブなどのハード 
ウェアの環境を設定するためのプログラムです。 

本パソコンご購入時には、必要最小限のことは設定されています。次の場合に設定のを更が必 
要になります。 

■特定の人だけが本パソコンを利用できるように、本パソコンにパスワード（暗証番号）を 
設定するとき 

• リソースの設定を変更するとき 
• 自己診断中にメッセージが表示されたとき 
• 化の 0 S をお使いになるとき 

P POINT 

► BIOS セットアップで設をした内容は、パソコン本体内部の CMOSRAM と呼ばれるメモリ 
に記録されます。この CMOS RAM は、バッテリによって記録した内容を保存しています。 
BIOS セットアップを正し <設をしても、電源を入れたとき、または再起動したときに、 
BIOS セットアップに関するエラーメッセージが表示されることがあります。このような 
場合は、バッテリがミ肖括し 、 CMOS RAM に設を内容が保存されていない可能性が考えら 
れますので、「富±通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 




2 BIOS セットアップの操作のしかた 


2 BK ) S セットアップの操作のしかた 


BIOS 七ットアツプを起動する 


1 作業を終了してデータを保存します。 

2本パソコンを再起動します。 

3 画面下に 「< TAB>:Diagnostic Screen /< F 2>: BI 0 S Setup /< F 12 >:Boot Menu 」 と 
表示されたら、 [ F 2] キーを 「Entering Setup ...」 と表示されるまで巧します。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して [ Enter ] キーを押してくださ 
い（一 P -76)。 

BIOS セットアップ画面が表示されます。 

P POINT 

► 本パソコンが 【 F 2】 キーを検出するタイミングによっては 、 「Entering Setup ...」が表示 
されない場合があります。 



2 


3 


4 


機種や装置により、表示が異なる場合があります。 

1. メニユーバー 

メニューの名称が表示されます。 

2. 設定フィールド 

各メニューで設定する、項目と設定値が表示されます。 

3. ヘルプフィールド 

カーソルを 合わせた項目の説明が表示されます。 

4. キ-覧 

設定時に使うキーの一覧です。 
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設定を変更する 


BIOS 七ットアップは、キーボードを使ってすべての操作を行います。 

t 【^】【^】キーを巧して、設定を変更したいメニユーに力ーソルを合わせます。 

2 【t】【i】 キーを巧して、設定を変更したい項目に力ーソルを合わせます。 

►の付いている項目はサブメニュ'一が&ることを表します。 

►の付いている 項目に カーソルを 合わせ、 [ Enter ] キーを 押す と、サブメニューが 表示 
されます。 

3 【+】【一】キー（テンキ ー） または 【PageUp】 [Page Down] キーを巧して、 
設定を変更します。 

さらに化のメニューの設定をを更したいときは、手順1から繰り返します。 

なお、サブメニューを表示していた場合は、 【 Esc 】 キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップを終了するときは、 「BIOS セットアップを終了する J P .63) をご覧くだ 

さい。 


P POINT 

► BIOS セットアップの設を項目を変更する場合は、変更した項目をメモしておいてくださし、。 


各キーの 役割 


BIOS セットアップで巧うキーの役割は次のとおりです。 


キー 

役割 

[ F 1] キー 

BIOS 七ットアップで{ま用するキーについて説明しているヘルプ画面 
が表示されます。 

閉じる場合は、 【 Esc 】 キーを押します。 

[ F 5] キー 

表示されているメニューのみ、変更前の設定値が読み込まれます。 

[ F 7] キー 

表示されているメニューの設定のみ、標準設定値が読み込まれます。 

に10】 キー 

'変更した設定値を保存して、 BIOS 七ットアップを終了します。 

【 Esc 】 キー 

「 Exit 」 メニューが表示されます。サブメニューが表示されている場 
合は、 1 つ前の画面が表示されます。 

【 Enter 】 キー 

次のことを行います。 

-►が付いている項目をクリックすると、サブメニューが表示されま 
す。 

-設定値をクリックすると、設定値の一覧が表示され、設定値を選択 
できます。 

【叫卜】キー 

メニューを切り替えます。 

m 【丄】キー 

設定する項目にカーソルを移動します。 

【 PageUp 】 

【 PageDown 】 

【+ 】【-】キー 

各項目の設定値を'変更します。 

















2 BIOS セットアップの操作のしかた 


BIOS 七ットアップを終了する 


t rExitj メニユーを表示します。 

【 Esc 】 キーまたは【^】【^】キーを押してください。 

2 【 T 】 【1】 キーを巧して終了ちまを選び、に nter 】 キーを巧します。 

終了方■法は 、 「Exit メニュー J P .74) をご覧ください。 

3 メッセージのをに 「Yj が表示されていることを確認し、 【Enter】 キーを巧し 
ます。 

BIOS セットアップが終了します。 

P POINT 

► メッセージの後に 「 N 」 が表示されているときは、 【 Y 】 キーを押してから Enter 】 キーを 
押します。 
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3タニュー詳細 


BIOS セツトアップの個々のメニューを説明します。 


が重要 

► おほいになるモデルによっては、ご購入時の設をが標準設を値と異なる場合があります。 

この場合、ご購入時の設をを「（初期値： Windows X X モデル)」 で表記しています。 

► 本パソコンにインストールされている OS は、 AC 円モード （ S3) に設をされています。 


Main タニュー 


Main メニューでは、日時およびハードディスクドライブやフロッピーディスクドライブに関 
する設定を行います。 

■設定項目の詳細 

□ Date 

年月日を設定します。キーボードから数値を入力します。 【 Tab 】 キー、 [ Enter ] キーで右の項 
目に移動します。 

□ Time 

時刻を設定します。キーボードから数値を入力します。 【 Tab 】 キー、 【 Enter 】 キーでホの項目 
に移動します。 

P POINT 

► 「 Date 」、「 Time 」 は一度合わせれば電源を入れるたびに設まする必要はありません。 

► 入力した数値を修正するときは、 [Back space 】 キーを巧して設を値をミ肖し、その後入力 
してください。 

□ IDE Primary Master/Slave、IDE Secondary Master/Slave 

サブメニューを使って、プライマリ IDE やセカンダリ IDE に取り付けたハードディスクの、 
タイプ（容量やシリンダ數など）を設定します。カーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、 
サブメニューが表示されます。 

• IDE HDD Auto-Detection-【 Enter 】 キーを押すと、ハードディスクのサイズやヘッド数な 
どを自動的に検出します。 

• IDE Primary Master/Slave、IDE Secondary Master/Slave … IDE デバイスのタイプを設定し 
ます。 

- None ( 初期値： スレーブの場合）： IDE デバイスを巧いません。 

•Auto け刀期値：マスターの場合）： IDE デバイスのタイプを自動的に設をします。 

.Manual : IDE デバイスのタイプを手動で設定します。 





3 メニュー詳細 


• Access Mode.. .ハードディスクが取りつけられている場合に、ハードディスクのアクセス 
モードを設定します 。 「IDE Primary Master / Slave、IDE Secondary Master / Slave 」 を 「 Auto 」 、 
「 Manual 」 に設定した場合に設定できます。 

• CHS :シリンダ番号/へッド番号/七クタ番号によるアク七スが行われます。 

• LBA : LBA (Logical Block Addressing :論理的な通し番号によるアクセス）が行われます。 

• Large :拡張 CHS ( Cylinder / Head / Sector ) 変換によるアクセスが行われます。 

- Auto ( 初期値）： 最適なモードが設定されます。 

P POINT 

► 通常は 「 Auto 」 に設定してください。 

► ハードディスクをフォーマットした後に本設定を変更すると、正常にアクセスできない場 
合があります。フォーマットした後は、変更しないでください。 

• Capacity …ハードディスクが取り付けられている場合に、ハードディスクドライブの最大 
容量を表示します。 

P POINT 

► 本項目のディスク容量記載は、 1 MB =1024 2 byte 換算によるものです。 

参 Cylinder.. .ハードディスクのシリンダ數を設定します 。 「IDE Primary Master / Slave、IDE Secondary 
Master / Slave 」 を 「 Auto 」 に設定すると、最適な値が設定されます。 

• Head. •.ハードディスクのへッド数を設定します 。 「IDE Primary Master / Slave、IDE Secondary 
Master / Slave 」 を 「 Auto 」 に設定すると、最適な値が設定されます。 

• Precomp … ハードデイス クへ データ を書き込んで いると きに データ の保護を行うために 
BIOS がシリンダのどこへ仮書き込みを行うかを設定します 。 r IDE Primary Master / Slave . IDE 
Secondary Master / Slave 」 を 「 Auto 」 に設定した場合、設定できません。 

P POINT 

► 「IDE Primary Master / Slave、IDE Secondary Master / Slave 」 を 「 Auto 」 に 、 「Access Mode 」 
を 「 CHS 」 に設定した場合、65535か 0 に設定してください。 

• Landing Zone …システムの電源が切断されたときに、ハードディスクのへッドをどこのシ 
リンダに退避させるかを設定します 。 「IDE Primary Master / Slave、IDE Secondary Master/Slave J 
を 「 Auto 」 に設定した場合、設定できません。 

P POINT 

► 「 IDE Primary Master / Slave、IDE Secondary Master / Slave 」 を 「 Manual 」 に 、 「Access Mode 」 
を 「 CHS 」 に設定した場合、 「’ Cylinder ’-。 の値に設定してください。 

• Sector …ハードディスクのセクタ數を設定します 。 「IDE Primary Master / Slave、IDE Secondary 
Master / Slave 」 を 「 Auto 」 に設定すると、最適な値が設定されます。 


□ Drive A 

フロッピーディスクドライブ （ A ドライブ）のタイプを設定します。 
• None : A ドライブを使いません。 

- 1.44M ， 3.5" ( 初期値） 
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Advanced ゾニュー 


Advanced メニューでは、周辺機器などに関する設定を行います。 
Advanced メニューには、次のサブメニューがあります。 

• Advanced BIOS Features 

• Advanced Chipset Features 

• Integrated Peripherals 

• Power Management Setup 

• PnP/PCI Configurations 


■設定項目の詳細 


□ Advanced BIOS Features 

ウイルスを検出したときの警告、起動デバイスの優先順位などを設定します。 

カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押す と、サブメニューが 表示されます。 

• Virus Warning.' 'ハードディスクの ブート 七クタへの 書き込み要求が発生した場合に、警告 
メ ッセージを表示するかどうかを設定します。 

- Enabled :警告メッセージが表示されるようにします。 

- Disabled け刀期値）：警告メッセージが表示されないようにします。 

P POINT 

► ウイルス検出用アプリケーシヨンや os をインストールする場合は、 「 Disabled 」 に設ミし 
て < ださい。 

• Quick Power On Self Test''' 起動してから 0S を読み込むまでの時間を短くして、自己診断テ 
ストを簡略化するかどうかを設定します。 

- Disabled : OS を読み込むまでの時間を短くしません。 

- Enabled け刀期値）： OS を読み込むまでの時間を短くします。 

.Auto : 0S を読み込むまでの時間を自動的に判断します。 

• Full Screen LOGO Show'.. 本 パソコンの 起動時または再起動時に 「 FUJITSU ] ロゴを 表示 
するかどうかを設定します。 

• Disabled :起動時または再起動時に自己診断 （ POST ) 画面を表示します。 

•Enabled け刀期値）：起動時または再起動時に 「 FUJITSU 」 ロゴを表示します。 

• Hard Disk Boot Priority'.' 起動時に読み込むハードディスク（内蔵ハードディスクまたは 
SCSI カード （ BOOT - ROM 付）に接続したハードディスク）の順位を設定します。 

なお、 「 WDCWD 40 肥 B -11 CPF 0」 は、接続されている内蔵ハードディスク ( IDE ) によって 
表示が異なります。 

- l.Pri.M WDC WD400EB-11CPF0 け刀期値）、 2. Bootable Add-in Cards 


P POINT 

► 本項目は、 「 Exit 」一 「Load Setup Defaults 」 を実巧しても巧期値には戻りません。巧期値 
に戻す場合は、本項目で riPri.M WDC WD 400 EB -1 1 CPFOj に設ミしてください。 


• First / Second / Third/Fourth Boot Device '.' 起動デバイスの優先順位を設定します。 「 LAN 」 を 
設定した場合、ネットワーク経由で本パソコンを起動できます。 

- Floppy , Hard Disk , CDROM 、 USB - FDD 、 LAN、Disabled 




3 メニュー詳細 


P POINT 

► あ]期値では次の順に設定されています。 

First : 「 Floppy」、Second : 「Hard Disk」、Third : 「 CDROM」、Fourth : 「 LAN 」 

► ネットワークサーバーから起動するためには、 「 LAN 」 を起動デバイスの優先順位1に設定 
してください。また 、 「Wired for Management Baseline Version 2.0」に準拠したインスト 
レーシヨ ンサーバーシステムが必要となります。 


• Onboard LAN Boot …ネットワーク （ LAN ) 経由で本パソコンを起動する方法を選択します。 
- Disabled :どの方法も選択しません。ネットワーク経由で起動しません。 

• PXE (初期値 ）： PXE (Preboot Execution Environment ) を選択します。 


P POINT 

► 本項目に rpXEj を設をすると、ネットワークサーバーからの起動用に必要な ROM ( PXE - 
ROM ) が自動的に有効となります。これによって、 SCSI 力ードなどの Boot - ROM が装置 
超動時に読み込まれない場合があります。この場合は、本設定を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 

• Boot Up NumLock Status-’ 起動時に、キーボードを NumLock 状態にするかどうかを設定し 
ます。 

. Off :キーボードを NumLock 状態にしません。 

• On け刀期値）： キ' —ボードを NumLock 状態にします。 

• HDD S.M.A.R.T Capability … IDE ハ ■ —ド デイ スクの SMART 機能 （S が - Monitoring , Analysis 
and Repo け ing Technology : 障害の自己診断機能）を有効にするかどうかを設定します。 

- Disabled :無効にします。 

- Enabled け刀期値）： 有効にします。 

P POINT 

► 警告表示を巧うためには、専用のアプリケーションが必要になります。 

□ Advanced Chipset Features 

チップセットに関する設定を行います。設定内容によってシステムが不安定になり故障の原因 
になる場合があります。特に指定のあるものな外は、設定を'塞更せず、初期値のままでお使い 
ください。 

• VGA Share Memory aze'.’ 画面表示用に割り当てるメモリのサイズを設定します。 

• 8M、16M け刀期値）、 32M、64M 

P POINT 

► 本項目は 「16 M 」 （巧期値）のままでお使いください。他の値に設をすると、お使いの環境 
によっては正常に画面が表示されないなどの不具合が起きる場合があります。 

• AGP Aperture aze— AGP ビデオコントローラが使うアパーチャサイズを設定します。 

■ 256M、128M、64M け刀期値）、 32M、16M、8M、4M 


□ Integrated Peripherals 

ハードディスクの転送モードや Ultra DMA モード、シリアルポート、パラレルポートなどの 
設定を行います。カーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと、サブメニューが表示されます。 
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• Onboard Primary IDE/Onboard Secondary IDE. ..IDE インターフェースを有劾にするかどう 
かを設定します。通常は、 「 Enabled 」 に設定してください。 

• Disabled:IDE インターフェースを無効にして、リソースを解放します。 IDE インターフェー 
スに接続されているデバイスは、使えなくなります。 

• Enabled ( 初期値）： IDE インターフェースを使います。 

• Primary Master PlO/Primary Slave PlO/Secondary Master PlO/Secondary Slave PIO …デー 

夕の転送モードを設定します。數値が大きいほど転送速度が上がります。 

•Auto ( 初期値）：自動的に、最適なモードが設定されます。 

- Mode 0 〜 4: 設定により、それぞれ最大 3.3/5.2/8.3/11.1/16.7MB/ 秒の転送速度になります。 

• Primary Master UDMA/Primary Slave UDMA/Secondary Master UDMA/Secondary Slave 
UDMA … Ultra DMA の転送モードを設定します。數値が大きいほど転送速度が上がります。 

- Disabled : Ultra DMA モードに設定します。 

•Auto ( 初期値）：自動的に最適なモードに設定されます。 

• Onboard USB … USB コントローラを 有劾にするかどうかを設定します 。 USB コントローラ 
を 「 Disabled 」 にすると、 すべての USB 機器が使えなくなります。本設定は、自己診断の 
終了後、有効になります。 

- Disabled ; USB コントローラを無劾にします。 

• Enabled ( 初期値）： USB コントローラを有効にします。 

• USB 2.0 Support : USB2.0 を有効にするかどうかを設定します。 

- Disabled : USB2.0 を無劾にし、 USB1.1 で動作します。 

- Enabled ( 初期値）： USB2 . 日を有効にします。 

• USB Keyboard Support … USB キーボー ドを使えるようにするかどうかを設定します。 
「Onboard USB 」 を 「 Enabled 」 に設定したとき本設定を変更できます。 

USB キーボードをお使いになるときは 「 Enabled 」 を選択してください。本設定は、自己診 
断の終了後、有効になります。 

- Disabled ( 初期値）： USB キーボードを無劾にします。 

• Enabled : USB キーボードを有効にします。 

P POINT 

► USB に対応している OS では、本項目が 「 Disabled 」 のままでもお使いになれます。通常は 
「 Disabled 」 でお使いください。 

► 本項目を 「 Enabled 」 に設定すると、 USB に対応していない OS では、システム全体の動作 
が遅〈なります。 USB キーボードをお使いにならない場合は 「 Disabled 」 に設定してくだ 
さい。 

なお、 USB に対応していない OS では、 PS /2 キーボードのご使用をお割めします。 

► 本項目を 「 Disabled 」 に設定後、 USB キーボードのみを接続した状態で自己診断 ( POST ) 
画面で 【 F 12】 キーを巧して Boot Menu を表示した場合、それお降のキーボードによる操 
作ができなくなります。その場合は、本項目を 「 Enabled 」 に設定してください。 

► USB キーボードを接続していない場合は、必ず 「 Disabled 」 に設定してくださし、。 「 Enabled 」 
に設定すると、まれに動作が不安定になる場合があります。 

• USB Mouse Support … USB マウスを使えるようにするかどうかを設定します。 「Onboard 
USB 」 を 「 Enabled 」 に設定したとき本設定を変更できます。 

USB マウスをお使いになるときは 「 Enabled 」 を選択してください。本設定は、自己診断の 
終了後、有劾になります。 

•Disabled ( 初期値）： USB マウスを無効にします。 

- Enabled : USB マウスを有劾にします。 




3 メニュー詳細 


P POINT 

► USB に対応している OS では、本項目が 「 Disabled 」 のままでもお使いになれます。通常は 
「 Disabled 」 でお使いください。 

► 本項目を 「 Enabled 」 に設定すると、 US 巳に対応していない OS では、システム全体の動作 
が遅くなります。 USB マウスをお使いにならない場合は 「 Disabled 」 に設定してくださし、。 
なお、 USB に対応していない 0 S では、 PS /2 マウスのご使用をお勤めします。 

► USB マウスを接続していない場合は、必ず 「 Disabled 」 に設定してください。 「 Enabled 」 
に設定すると、まれに動作が不安定になる場合があります。 

• Onboard Sound …内蔵のサウンドデバイスを有劾にするかどうかを設定します。 

• Enabled (初期値）：内蔵のサウンドデバイスを有効にします。 

. Disabled :内蔵のサウンドデバイスを無効にします。 

• Onboard LAN …マザーボード上の LAN アダプタを有劾にするかどうかを設定します。 

• Disabled : LAN アダプタを無効にしてリソースを解放します。 

- Enabled (初期値）： LAN アダプタを有効にします。 

P POINT 

► 本項目を 「 Disabled 」 に設定した場合は、本パソコンの LAN コネクタに、 LAN ケーブルを 
接続しないでください。 

• Onboard VGA''' 内蔵の VGA コントローラを有効にするかどうかを設定します。 

. Disabled : VGA コントローラを無効にして、リソースを解放します。 

なお、 PCI のグラフィックカードを増設していないときは、内蔵の VGA コントローラが 
自動的に動作します。 

- Enabled (ネ刀期値）： VGA コントローラを有効にします。 

• Init Display First'.' プライマリディスプレイとして{まうビデオデバイスを選択します。 

. PCI Slot : PCI スロットし内蔵の VGA コントローラの順に、プライマリディスプレイ 
を自動的に選択します。 PCI のグラフィックカードを増設していない場合は、内蔵の VGA 
コントローラを使います。 

• Onboard (初期値）：内蔵の VGA コントローラを、プライマリディスプレイとして巧い 
ます。 


P POINT 

► マルチモニタ機能をお使いの場合、 「 Onboard 」 に設をして〈ださい。 

• Onboard FDC'.' フロッピーディスクコントローラを 使うかどうかを設定します。 

• Disabled : フロッピー ディ スクコントローラを 無効にします。 

•Enabled ( 初期値）：フロッピーディスクコントローラを有効にします。 

• Onboard Serial Port'.' シリアルポートに割り当てる I/O アドレスを設定します。 

.Disabled : シリアルポートに I/O アドレスを割り当てません。 

. 3F8/IRQ4 ( 初期値）、 2F8/IRQ3 、 3E8/IRQ4 、 2E8/IRQ3 : 割り当てる 1/0 アドレスを設定 
します。 

• Onboard Parallel Port'.' パラレルポートに割り当てる I/O アドレスを設定します。 

.Disabled : パラレルポートに I/O アドレスを割り当てません。 

. 3BC/IRQ7 、 378/1 RQ7 け刀期値）、 278/IRQ5 : 割り当てる I/O アドレスを設をします。 
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• Parallel Port Mode :パラレルポートのデータ転送モードを設定します。 

- SPP (初期値）、 EPP 、 ECP 、 ECP + EPP : 接続する周辺機器に合わせて、設定してください。 
なお 、 「Onboard Parallel Port ! に 「3 BC / IRQ 7」 を選択している場合は、 「 SPP 」 または 「 ECP 」 
のみ選択できます。 

• ECP Mode Use DMA : ECP 用の DMA チャネルを設定します 。 「Parallel Port Mode 」 の設定に 
「 ECPj が含まれている場合に設定できます。 

• 1、3 (巧期値） 

□ Power Management Setup 

スタンバイホ式の設定やスタンバイが態から復帰させるための設ををします。カーソルを合わ 
せて 【 Enter 】 キーを押すと、サブメニューが表示されます。 

• ACPI Suspend Type 

• S 1( POS ) :スタンバイホ式を SI に設定します。システムのが態は保持していますが、 
CPU を停止させます。 

• S 3 ( STR ) け刀期値）：スタンバイホ式を S 3 に設定します。システムの状態をメモリに保 
持し、その他の回路を停止させます。 

P POINT 

► 本設定を変更する場合は、「機能」一 「 ACPI のスタンバイモードを設定する」をご費くだ 
さし、。 

• State After Power Failure 

停電などで電源が切断された場合に、通電再開時の動作を設定します。 

•Auto (初期値）：電源が切断されたときの状態に戻ります。 

• On :電源が入ります。 

• 〇げ：電源が切れたままになります。 

P POINT 

► AC 電源切断後、1分お上待ってから電源を入れてください。1分レ:>1内に入れると正常に動作 
しない場合があります。 

► 「 Auto 」 に設定していて、電源が切れたときの状態がスタンバイの場合、通電再開時に電 
源が入ります。 

.USB Wake Up … USB 機器によって、スタンバイ状態から復帰させるかどうかを設定します。 
.Enabled (初期値）： USB 機器によって、スタンバイ状態から復帰させます。 

• Disabled : USB 機器によって、スタンバイ状態から復帰させません。 

P POINT 

► サービスコンセントを電源としている USB 機器（ディスプレイ内蔵型 HUB など）が接続さ 
れていると、正常にスタンバイ状態へ移行できないことがあります。その場合は、本項目 
を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• Wake Up Events 

.Wake on LAN •.•内蔵 LAN または PME 対■応の LAN カード （ PCI ) が Magic Packet (ウェ 
イクアップ信号）を受信したときに電源を入れる、またはスタンバイ状態から復帰する 
かを設定します。 

.Disabled (初期値 ）： Magic Packet の受信で電源を入れたり、スタンバイ状態から復帰 
したりしません。 




3 メニュー詳細 


Enabled : Magic Pa 浊 et の受信で電源を入れたり、スタンバイ状態から復帰したりしま 

す。 


P POINT 

► Windows XP / 2000では、本項目を設定してもスタンバイや休止状態から復帰させることは 
できません。各 OS のデバイスマネージャで設定してください。 

• Wake on RTC Alarm …指定した時刻になったときに、本パソコンの電源を入れる、また 
は スタンバイ 状態から復帰するかどうかを設定します。 

•Disabled ( 初期値）：指定した時刻に、本パソコンの電源を入れません。また、スタン 
バイ状態からの復帰を行レ、ません。 

. Enabled :指定した時刻に、本パソコンの電源を入れます。または、スタンバイ状態か 
らの復帰を行います。 

P POINT 

► os を ACPI モードでお使いになる場合、本設定は無効になります。 

• Date (of Month) …ウェイクアップする日付を設定します 。 「Wake on RTC Alarm 」 を 
「 Enabled 」 に設定した場合に設定できます。 

■ Everyday 
■ 1〜31 

P POINT 

► os を ACPI モードでお使いになる場合，本設をは無効になります。 

• Time (hh ： mm ： ss) '''ウェイクアップする時刻を設をします 。 「Wake on RTC Alarm 」 を 
「 Enable 山に設定した場合に設定できます。 

■ 〇 〜23 ( 時） 

■ 0〜59 ( 分） 

■ 〇 〜59 ( 砂） 

P POINT 

► os を ACPI モードでお使いになる場合，本設をは無効になります。 

□ PnP/PCI Configurations 

プラグ アンド プレイ対応の os 、 リソースを 設定します。 カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 
押すと、ナブメニューが表示されます。 

• IRQ Resources- '.プラグアンドプレイに対応していない ISA デバイスが{まう IRQ 馆 ij り込み 
要求）を設定します。 
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Security タニユー 


Security メニューでは、本パソコンを特定の人だけが使用できるように設定を行います。 


■設定項目の詳細 


□ Security Option 

システム起動時、または BIOS 七ットアップ起動時にパスワード入力を要求するかどうかを設 
定します。 

- System け刀期値）：システム起動時と BIOS 七ットアップ起動時にパスワード入力を要ホ 
します。 

- Setup : BIOS 七ットアップ起動時にパスワード入力を要求します。 

• Auto : 自動ウェイクアップ機能のうち、 LAN / 時刻により自動的に起動したときは、パ 
スワードは要求しません。この場合、起動直後に画面下に表示されているキー （【 Tab 】 
キー、 【 F 2】 キー、 【 F 12】 キー）を押してもキー入力は無効になります。 

なお、通常は 「 System ] と同じ動作になります。 

P POINT 

► 本設をは、パスワードが設をされている場合のみち効になります。 

□ Set Supervisor Password 

[ Enter ] キーを押して、管®者用パスワードを設定、またはを更します。 


□ Set User Password 

【 Enter 】 キーを押して、 ユーザー 用パスワードを設定します。 

P POINT 

► ユーザー用パスワードは、管 S を用パスワードが設をされているときのみ設をできます。 

► 管理を用パスワードが削除された場合、ユーザー用パスワードも削除されます。 

► パスワードを設をすると、 BIOS セットアップへのアクセス時やシステム起動時にパスワー 
ド入力を要求されます。このときに、誤ったパスワードを3回入力すると 、 「System 
Halted !!」 と表示され、本パソコンはキーボードからの入力に反応しな < なります（ビープ 
音が鳴り続けます）。この場合、本パソコンの電源ボタンを4抄化上巧し続けて電源を切 
り、10砂な上待ってから電源を入れ、正しいパスワードを入力して < ださい。 

► rset Supervisor Password j が設定されている場合、ユーザー権限で設ミできる BIOS セッ 
トアップの項目がホ I ]限されます （「Set User Password 」 のみを更できます）。 

□ Boot Up Floppy Seek 

フロッピーディスクドライブエラーを検出するかどうかを設定します。 

. Enabled : フロッピー ディスクドライブ エラーを 検出します。 

. Disabled け刀期値）：フロッピーディスクドライブエラーを検出しません。 


□ CPU Fan Check 

自己診断 （ POST ) 時に 、 CPU ファンエラーを検出するかどうかを設定します。なお、本項目 
で CPU ファンのエラーを検出しても、イベントログには記録されません。 

• Enabled : CPU ファンエラーを検出します。 

.Disabled け刀期値）： CPU ファンエラーを検出しません。 




3 メニュー詳細 


□ Halt On 

自己診断でエラーを檢出したとき、エラーを無視するデバイスを設定します。 

• All Errors :すべてのエラーを有劾にします。 

• No Errors :すべてのエラーを無視します。 

- All , But Keyboard (初期値）：キーボードに関するエラーを無視しまず。 

- All , But Diskette :フロッピーディスクドライブに関ずるエラーを無視しまず。 

. All , But Disk/Key :キーボードとフロッピーディスクドライブに関するエラーを無視しま 
す。 


□ ** Event Logging ** 

• DMI Event Log …イベントログ発生時にイベントログを記録するかどうかを設定しまず。 

.Enabled (初期値）：イベントログを記録します。 

• Disabled :イベントロダを記録しません。 

• Clear All DMI Event Log …再起動時にイベントロダの内容を消去するかどうかを設定しま 
す。 

. Yes : イベントログを次回再起動時に消去しまず。再起動すると設定値は「 N0 」になります。 

• No (あ]期値）：イベントログを消去しません。 

• View DMI Event Log …に nter 】 キーを押すと、イベントログの詳細を表示します。 


Info ク—ユー 

Info メニューには、 BIOS セットアップやパソコン本体に ついての 情報が表示されまず。設定 
の変更はできません。 


■設定項目の詳細 


□ BIOS Version 

BIOS のバージョンが表示されます。 

□ BIOS Date 

BIOS の日付（月/日/年）が表示されます。 


□ Processor Type 

本パソ コンの CPU の種類が表示されます。 

□ Processor Speed 

CPU の動作クロック數が表示されます。 

□ Total Memory 

本パソコンに搭載しているメインメモリ （ RAM ) の合計容量が表示されます。 

• Memory Slot 1/2 …メモリ スロッ トに取り付けられているメモリの容量を検出して表示しま 
す。取り付けられていないスロットは 「Not Installed 」 と表示されまず。 
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□ Onboard LAN Mac Address 

本パソコンの mac アドレスが表示されます 。 「Onboard LAN 」 を 「 Enabled 」 に設定した場合 
に表示されます。 


□ Configuration ID 

本パソコンのカスタムメイド （ BTO ) 番号が表示されます。 

Exit メニュ ー 


Exit メニューでは、設定値の保存や読み込み、 BIOS セットアップの終了などを行います。 


■設定項目の詳細 


□ Save & Exit Setup 

設定した内をを CMOS RAM に保存して BIOS セットアップを終了するときに選びます。 

この 項目に カーソルを 合わせて 【 Enter 】 キーを 押すと 、 F SAVE to CMOS and EXIT ( Y / N ) ?J 
というメッセージが表示されます。 【 Y 】 キーを 押し、 【 Enter 】 キーを 押してください。 

□ Exit Without Saving 

設定した内をを CMOS RAM に保存しないで BIOS セットアップを終了するときに選びます。 
設定をを更している場合、この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと 、 「QuitWi 化〇山 
Saving ( Y / N ) ? J というメッセージが表示されます。 【 Y 】 キーを押し、 【 Enter 】 キーを押して 
ください。 

□ Load Setup Defaults 

すべての項目を標準設定値にするときに選びます。 

この項目にカーソルを合わせて 【 Enter 】 キーを押すと 、 FLoad Setup Defaults ( Y / N ) ? J という 
メッセージが表示されます。 【 Y 】 キーを押し、 【 Enter 】 キーを押してください。 

P POINT 

► 下記の自動ウェイクアップ項目の設をは、システム起動時に設をされます。 

設定を変更した場合は 、 「Save & Exit Set 叩」を選巧し、一度システムを再起動して < だ 
さし、。 

■ Wake on LAN 
• Wake on RTC Alarm 




4 BIOS のパスワード機能を使う 


4 BK ) S のパスワード機能を使う 


本パソコンのデータを守るためのパスワード機能を説明します。 

本パソコンは、他人による不正使用を防止するために、パスワードを設定できます。パスワー 
ドを設定すると、正しいパスワードをなっている人な外は本パソコンをイまえなくなります。 


パスワードの種類 


本 パソコ ンで設定できるパスワードは次の2つです。 

入力するパスワードにより、本パソコン操作の権限が区別されます。 

• Supervisor Password ( 管理者用パスワード） 

特定の人だけが、 BIOS 七ットアップや 0 S を起動できるようにするためのパスワードです。 
パスワード機能を使う場合は、必ず設定してください。 

• User Password (ユー ザー用パスワード） 

特定の人だけが BIOS セットアップや 0 S を起動できるようにするためのパスワードです。 
「 Supervisor Password 」 が設定されている場合に設をできます。 

User Password で起動した場合、設定できる項目が制限されます。 

P POINT 

► ユーザー用パスワードは、管理を用パスワードが設をされているときのみ設をできます。 

► 管理を用パスワードが削除された場合、ユーザー用パスワードも削除されます。 


パスワードを忘れると 


管理を用パスワードをちれると、 BIOS 七ットアップを管 a を権限で起動できなくなります。 
そのため、パソコンを起動できなくなったり、 BIOS セットアップのほとんどの項目で設定値 
をを更できなくなったりします。 

この場合は、修理（有償）が必要となりますので、「富±通ハードウェア修理相談センター」、 
またはご購入元にご連絡ください。無償修理期間中でも有償となります。 

が重要 

► 修理を行うと、ハードディスク内のデータは初期化されるため復旧できません。データの 
バックアップができる場合は、必ず修理の前にバックアップしてください。 






第 5 章 BIOS 


パスワードを設定する 


P POINT 

► ユーザー用パスワードを設定する前に、管理者用パスワードを設定してください。 

1 「Set Supervisor Password 」、 または 「Set User Password 」 に力ーソルを合わ 
せ、 【 Enter 】 キーを押します。 

パスワード入力用のウインドウが表示されます。 


Enter Password: 


2 8がまでのパスワードを入力します。 

パスワードを変更する場合も、新しいパスワードを入力してください。 

入力できる文字種はアルファべットと數字です。入力した文字は表示されず、代わりに 
* が表示されます。 

3 パスワードを入力したら 【 Enter 】 キーを押します。 

次のパ スワー ド確認用のウインドウが表示され、パ スワー ドの再入力が求められます。 


Conrirm Password: 


4手順 2 で入力したパスワードを再入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

再入力したパスワードが間違っていた場合は、 「EnterPassword」 の項目に戻ります。も 
う一度、手順2から入力してください。 

5 BIOS セットアップを終了します。 

「BIOS 七ットアップを終了する」（一 P.63) 

P POINT 

► 設定したパスワードは、忘れないように何かに書き留め、ま全な場所に保管しておくこと 
をお勤めします。 

■ パスワード設定後のパソコンの起動 

パスワードを設定すると、 0S 起動時や BIOS セットアップ起動時に、パスワードの入カウイ 
ンドウが表示されます。 


Enter Password: 


管理者用パスワード、またはユーザー用パスワードを入力し、 【Enter】 キーを押してください。 
なお、ユーザー用パスワードを入力した場合は、設定を制限されるものがあります。 

P POINT 

► 誤ったパスワードを3回入力すると、ビープ音が鳴りシステムが停止します。その場合は、 
電源ボタンを4砂な上巧し続けて電源を切り、10砂が上待ってからもう一度電源を入れ 
て、正しいパスワードを入力してください。 

► テンキーからの入力はできません。 

























4 BIOS の パ スワー ド機能を使う 


パスワードを変更/削除する 


■パスワードを変更する 

パスワードを変更するには 、 「Set Supervisor Password 」 または 「Set User Password 」 の項目で、 
新しいパスワードを入力、確認します。 

■パスワードを削除する 

パスワードを削除するには 、 「Set Supervisor Password 」 または 「Set User Password 」 の項目で、 
新しいパスワードを入力しないで 【 Enter 】 キーを押します。 

次のウィンドウが表示され、パスワードが削除されます。 


PASSWORD DISABLED !!! 
Press any key to continue ... 
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5 BK ) S がま示するゾツ七ージー覧 


本 パソコンが 表示する エラーメツセー ジの対処ち まを 説明します。必要に応じてお 
読みください。 


メッ七ージが表示されたときは _ 

「メッセージー覧」 （^ P .78) に記載の処置や次の処置をしてください。 

• BIOS 七ットアップを実行する 

BIOS 七ットアップに関するエラーメッセージが表示された場合は、 BIOS 七ットアップを 
再実行してください。 

• 周辺機器の取り付けを確認する 

あ張カードなどを取り付けているときは、それらが正しく取り付けられているか確認して 
ください。また、カードの割り込み要ホなど正しく設定されているかどうかも確認してく 
ださい。このとき、あ張カードの マニュアル や、 ユーティリティ ソフトがある場合は、そ 
れらの マニュアル もあわせてご覧ください。 

処置を実施しても、まだエラーメッセージが発生する場合は、本パソコンが故障している可能 
性があります。「富±通ハードウエア修理申目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 


メッ七ージー覧 


本パソコンが表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

• BIOS ROM checksum error - System halted. 

「富 ± 通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• CMOS CHECKSUM ERROR 

【 F 2】 キーを押して、 BIOS 七ットアップを起動し、 BIOS 設定を標準設定値に戻してください。 
それでも改善されない攝合、バッテリの交換が必要です。 

「富±通ハードウエア修理相談センターしまたはご購入元にご連絡ください。 

• DISK BOOT FAILURE,INSERT SYSTEM DISK AND PRESS ENTER 

フロッ ピーディスクドライブから フロッ ピーディスクを取り出して、 【 Enter 】 キーを押して 
ください。 

• DISKETTE DRIVES OR TYPES MISMATCH ERROR- RUN SETUP 

フロッピー ディスクドライブが正しく接続されているか確認してください。正しく接続さ 
れているときは、 BIOS 七ットアップを起動して、 フロッピー ディスクドライブの種類が正 
しく設定されているかを確認してください。 

• DISPLAY SWITCH IS SET INCORRECTLY 

「富 ± 通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• DISPLAY TYPE HAS CHANGED SINCE LAST BOOT 

「富 ± 通ハードウエア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 






5 BIOS が表示するメッセージー幫 


• E に A Configuration Checksum Error 
PLEASE RUN E に A CONFIGURATION UTILITY 

「富 ± 通ハードウエア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• E に A Configuration Is Not Complete 
PLEASE RUN EGA CONFIGURATION UTILITY 

「富 ± 通 ハー ドウエア修理相談 センター」、 またはご購入元にご連絡ください。 

• ERROR ENCOUNTED INITIALIZING HARD DRIVE 

【 F 2】 キーを押して、 BIOS セットアップを起動し、 パソコン 本体の環境（システム構成） 
と BIOS 七ットアップの設定が正しいか、確認してください。 

• ERROR INITIALIZING HARD DISK CONTROLLER 

に2】キーを押して、 BIOS セットアップを起動し、 IDE ドライブの設定が正しく行われて 
いるかを確認してください。 

• FLOPPY DISK CNTRLR ERROR OR NO CNTRLR PRESENT 

「富 ± 通 ハー ドウエア修理相談 センター」、 またはご購入元にご連絡ください。 

• FLOPPY DISK (S) fail (80) 

FLOPP 丫 D に K (S) fail (40) 

フロッピー ディスクドライブが正しく接続されているか確認してください。正しく接続さ 
れているときは、 BIOS 七ットアップを起動して、 フロッピー ディスクドライブの種類が正 
しく鼓定されているかを確混してくたさい。 

• Hard Disk (s) fail (80) 

Hard Disk (s) fail (40) 

Hard Disk (s) fail (20) 

Hard Disk (s) fail (10) 

Hard Disk (s) fail (08) 

【 F 2】 キーを押して、 BIOS 七ットアップを起動し、 パソコン 本体の環境（システム構成） 
と BIOS 七ットアップの設定が正しいか、確認してください。 

• Invalid E に A Configuration 

PLEASE RUN E に A CONFIGURATION UTILITY 

「富 ± 通ハードウエア修理相談七ンター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• KEYBOARD ERROR OR NO KEYBOARD PRESENT 

キーボードが正しく接続されているかを確認してください。 

• Keyboard is locked out - Unlock the key. 

キーボードが正しく接続されているかを確認してください。 

• Manufacturing POST loop. 

「富±通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Memory Address Error at... 

メモリが正しく取り付けられているかを確認してください。 

• MEMORY SIZE HAS CHANGED SINCE LAST BOOT 

メモリが正しく取り付けられているかを確認してください。 

• Memory test fail. 

メモリが正しく取り付けられているかを確認してください。 

• Memory Verify Error at... 

メモリが正しく取り付けられているかを確認してください。 

• OFFENDING ADDRESS NOT FOUND 

「富 ± 通 ハー ドウエア修理相談 センター」、 またはご購入元にご連絡ください。 


第 5 章 BIOS 


• OFFENDING SEGMENT: 

「富 ± 通ハードウ卫ア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• PRESS A KEY TO REBOOT 

キーボー ドの キーの どれかを押してください。本パソコンが再起動します。 

• PRESS F1 TO DISABLE NMI ， F2 TO REBOOT 

[ FI ] キーを押して先に進めるか、または 【 F 2】 キーを押して、本パソコンを再起動してく 
ださい。 

• PXE-E32:TFTP open timeout 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ネットワークブートに失敗しました。 
ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアップの 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 
に設定してください。 

• PXE-E53:No boot filename received 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーバーがクライアントから認 
識されていない場合に発生するユラーです。ブートサーバーを正しく設定するか 、 BIOS 
セットアップの 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• PXE-E61 : Media test failure, Check cable 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。 LAN ケーブルが正しく接続されていま 
せん。 LAN ケーブルを正しく接続してください。 

• PXE-E78:Could not locate boot server 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノく一がクライアントから認 
識されていない場合に発生するエラーです。ブートサーバーを正しく設定するか 、 BIOS 
セットアップの 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• PXE-T01 : File not foundPXE-E89:Could not download boot image 

Preboot Execution Environment 実行時のエラーです。ブートサーノく一上のブートイメージ 
ファイルが取得できませんでした。ブートサーバーを正しく設定するか、 BIOS セットアッ 
プの 「Onboard LAN Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定してください。 

• Should Be Empty But E に A Board Found 
PLEASE RUN E に A CONFIGURATION UTILITY 

「富 ± 通ハードウ卫ア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Should Have E に A Board But Not Found 
PLEASE RUN E に A CONFIGURATION UTILITY 

「富 ± 通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• Slot Not Empty 

「富±通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

• SYSTEM HALTED, (CTRL-ALT-DEL) TO REBOOT... 

【 Ctrl 】+ [ Alt ] + delete 】 キーを押して、本パソコンを再起動してください。 

• Wrong Board In Slot 

PLEASE RUN E に A CONFIGURATION UTILITY 

「富 ± 通ハードウエア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 

P POINT 

► 本書に記載されていないエラーメッセージが表示された場合は、「富±通ハードウ X ア修理 
ネ目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 




仕様 一 K . 82 

コネクタ仕様 . 85 

コアの 取り付け . 88 


第6章 

巧測 f 報 

本 パソコンの 仕様などを記載しています。 
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第 6 章巧術情報 


1仕様—覧 


本体化様 


製品名称 

FMV-C310 

CPU 

AMD A 加 on™ XP プロセッサ2200+化1 

キヤッシュメモリ 

1次 128KB +2次 256KB (CPU 内蔵） 

チップセット 

VIA 社製 VIA UniChromeT、i KM400 

システム.バス 

如 6MHz 

メインモリ 

標準 128MB (184 ピン PC 2700 DD 民 SDRAM DIMM) ECC なし、最大 1GB 化 2 

モリスロツト 

X 2 (空きスロットX 1) 

表 

示 

機 

能 

グラフィックアクセラレ—夕 

チップセットに内蔵 

ビデオメモリ 

16MB (メインメモリと共用） 

ビデオ出力信号 

ビデオ：アナログ RGB、 同期信号： TTL コンパチブル 

解像度/発色数 

最大1280 X1024ドット、最大1677万色 

フロッピーディスクドライブ 

3.5 インチX1 (3 モード巧■応） 

ハードディスクドライブ化3 

標準 40GB (UltraATA/100) 

CD ドライブけ -4 

CD-ROM 読出24倍速な5 

ホ 

1 

イ 

ホ 

機 

能 

才—デイホコントローラ 

チップ七ット内顧+ AC97 コーデック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大48はゎ、16ビットステレオ、同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

OS 標準機能にてサポート 

通信機能"^ -6 

LAN 

1 00BASE-TX/ 1 0BASE-T 準拠、 Wake up on LAN 対応 

イ 

ン 

夕 

1 

フ 

エ 

1 

ス 

デイスプレイ 

アナログ民 GB ミニ D-SUB 15ピン 

シリアル 

非同期民 S-232CD-SUB9 ピンX1 (IGSSOA 互換） 

パラレル 

セントロニクス準拠 ECP 対■応 D-SUB25 ピンX1 

キ'—ボ'—ド/マウス 

PS/2 準拠 Mini-DIN 6pm (キーボード用X しマウス用 X 1) 

USB 化7 

USB2.0 準拠X 6 (前面X 2、背面X 4) 

LAN 

RJ-45 X 1 

ホーデイホ 

マイク：ホ 3.5mm モノラル.ミニジャック、 

へッドホン：ホ 3.5mm ステレオ.ミニジャック、 

ラインイン：ホ 3.5mm ステレオ.ミニジャック、 

ラインアウト： ^3.5mm ステレオ•ミニジャック 

障害監視機能 

CPU ファン停止け OST 時） 

拡張スロット數 

X 2 

PC11 (Rev 2.2 準拠）（上段）最大 176mm 

PC12 (Rev 2.2 準拠）（下段）最大 120mm 

ストレージベイ数 

X 3 

3.5 インチハードディスクドライブ搭載済 

CD-ROM ドライブ搭載済 (CD-ROM ドライブモデル） 

3.5 インチフロッピーディスクドライブ搭載済 

電源/周波数 

AC100V ± 10%、 50/60HZ + 2% - 4% 

消費電力 

電源 OFF 時":- 8 

1.5W な-ド 

動作時 

通常約 75W 最大約 457W スタンバイ時約 1.9W ホ-9 

定格電流 

動作時 

最大 6.5A (アウトレット最大 3A を含む） 

外形寸法 

W84 X D321 X H315mm (突起部含まず） 

質量 

約 6.9kg (標準構成の場合） 

盗難防止用ロック 

おり 




1 仕様一覧 


製品名称 

FMV-C310 

温湿度を件 

温度10〜35で/湿度2 日〜 80% RH (動作時）、 

温度-10〜60て:/湿度20〜80% RH (非動作時） 

(ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと） 

プレインスト ー / レ OS 

Windows XP Professional モデル： Windows XP Professional 化 … (DirectX 9.0a 対応）、 
Windows XP Home Edition モデル： Windows XP Home Edition 注 (DirectX 9.0a 对 応）、 
Windows 2000 モデル： Windows 2000 Professional 注り (DirectX 9.0a 対応） 


ま 1: AMD 社が定めた QuantiSpeedTM アーキテクチヤに 基づく性能基準であり、 CPU の動作クロック周放数ではありません。 

本 パソコンに 搭載された CPU 内部の最高動作クロック周放数は、1800 MHz です。 

ま2 :本パソコンには、メモリバス 333MHz 対応のメモリを使用しています力、‘、実際は 266MHz で動作していまず。拡張 RAM 
モジュールについても、同様に 266MHz で動作します。 

拡張 RAM モジュールを増設する場合は、弊社製の拡張 RAM モジュール （PC 2700 DDR SDRAM DIMM / ECC なし）を 
使用して〈ださい。その他のメモリを取り付けた場合、動作を保証いたしません。 

ま3 : ■カスタムメイドでハードディスクを選択している場合、 80GB です。 

-本書に記載のディスク容量は、 1MB=1000 2 byte、1GB=1000 3 byte 換算によるものでず。 1MB=1024 2 byte、1GB=1024 3 byte 
換算で Windows 上に表示される実際の容量は、本書に記載のディスク容量より少なくなりまず。 

ま4 : CD-ROM ドライブのないモデルには搭載されておりません。 

ま5 :カスタムメイドの選おによって、次のドライブが搭載されていることがあります。なお、各数値は化様上の最大値であ 
り、使用メディアや動作環境によって異なる場合がありまず。 


CD-R/RW ドライブ 

(バッファアンダーラン防止機能あり） 

CD-ROM 読出：最大24倍速、 CD-R 書込：最大24倍速、 

CD-RW 書込/書換：最大10倍速 

DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ 
(バッファアンダーラン防止機能あり） 

CD-ROM 読出：最大24倍速、 CD-R 書込：最大24倍速、 

CD-RW 書込/書換：最大1日倍速、 

DVD-RAM 読出：最大5倍速、 DVD-R 読出：最大8倍速、 

DVD-RW 読出：最大8倍速、 DVD-ROM 読出：最大8倍速、 

DVD-Video 読出：最大4倍速 


ま目：カスタムメイドの選おによつては、ワイヤレス LAN 力ードが搭載されていることがありまず。 

ま7 : ■すべての USB 対応周辺機器について動作保証ずるものではありません。 

- USB1.1 準拠の周辺機器を接髓している場合、 USB1.1 準拠の仕巧でお使いになれまず。 

ま8 :電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、 AC ケーブルの電源プラグをコンセントから巧いてください。 

ま9 :ご使用になる機器構成により値は変動します。 

ま10:出荷時は 、 Service Packla が適用されています。 

ま11:出荷時は 、 Service Pack4 が適用されていまず。 

P POINT 

► 本パソコンの仕様は、改善のため予告なく変更することがあります。あらかじめ、ご了承 
ください。 


省エネまに基づくエネルギー消費効率 


CPU 

Athlon™ XP プロセッサ 2200+ 

省エネ 法に基づく 
エネルギー 消費効率 
[単位: W/MTOPS] 

(区分： Q) 

Windows XP モデル 

0.00038 

Windows 2000モデル 

0.00038 


を：エネルギー消費効率とはちエネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省'エネ法で定める複合理論性能で除 
したものでず。 
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LAN 機能 


LAN コントローラ 

Realtek 社製 RTL 8101 L 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各 2 kbyte 

外部インターフェース 

ISO 8802-3 100 BASE - TX /10 BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブル注1 

(100 Mbps :カテゴリ5、 10 Mbps :カテゴリ3〜 5) 

伝送方式 

ベースバンド 

アクセス方式 

CSMA/CD 

データ 転送速度 

100 Mbps 、10 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグメント最大長 

100 m 

最大ノード数/セグメント 

ハブ ュニッ ト注2による 


を1:ネットワークを 100 Mbps で確実に動作させるには、非シールド■ツイスト-ペア （ UTP ) カテゴリ5またはそれ 
が上のデータグレードのケーブルをお使いください。カテゴリ3のケーブルを使うと、データ紛失が発生します。 
ま2 :ハブ ユニッ トとは、 100 BASE - TX /10 BASE - T のコンセントレータです。 


P POINT 

► 本 パソコン 標準搭載の LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。 

ハブ ユニッ トの変更などでネットワークのスピードが変更される場合、スピードに対応し 
た適切なデータグレードのケーブルを必ずお使いください。 















2 コネクタ仕様 


2コネクタ仕様 


をコネクタのピンの配列および信をぶは、次のとおりです。 

ディスプレイコネクタ 


5-1 



15-11 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

RED 

出力 

赤出力 

2 

GREEN 

出力 

緑出力 

3 

BLUE 

出力 

青出力 

4 

NC 

- 

未接続 

5 〜 8 

GND 

- 

グランド 

9 

+5V 

- 

+5V 

10 

GND 

- 

グランド 

11 

NC 

- 

未接続 

12 

SDA 

入出力 

データ 

13 

HSYNC 

出力 

水平同期信号 

14 

VSYNC 

出力 

垂直同期信号 

15 

SCL 

入出力 

データクロック 


LAN コネクタ （ 100BASE-TX/10BASE-T) 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

TD+ 

出力 

送信 データ+ 

2 

TD- 

出力 

送信 データー 

3 

民 D 十 

入力 

受信 データ+ 

4 

NC 

- 

未接続 

5 

NC 

- 

未接続 

6 

民 D- 

入力 

受信 データー 

7 

NC 

- 

未接続 

8 

NC 

- 

未接続 


一 
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■パラレルコネクタ 

13-1 

@ を ••••••••••••••••••••••// ◎ 

25-14 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

來 STROBE 

入出力 

ス ト ローブ 

2 

DATA 0 

入出力 

データ0 

3 

DATA 1 

入出力 

データ1 

4 

DATA 2 

入出力 

データ2 

5 

DATA 3 

入出力 

データ3 

6 

DATA 4 

入出力 

データ4 

7 

DATA 5 

入出力 

データ5 

8 

DATA 6 

入出力 

データ6 

9 

DATA 7 

入出力 

データ7 

10 

來 ACK 

入力 

アクノ y ツジ 

11 

BUSY 

入力 

ビジー 

12 

PE 

入力 

用紙切れ 

13 

SELECT 

入力 

セレクト 

14 

來 AUTOFD 

出力 

自動送り 

15 

來 ERROR 

入力 

エラー 

16 

ホ INIT 

出力 

初期化 

17 

SLCTIN 

出力 

セレクト 

18 〜 25 

GND 

- 

グランド 


■ シリアルコネクタ 


1-5 



6——9 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

CD 

入力 

キヤ y ァ檢出 

2 

RD 

入力 

受信データ 

3 

TD 

出力 

送信データ 

4 

DT 民 

出力 

データな品未レディ 

5 

GND 

- 

グランド 

6 

DS 民 

入力 

データセットレディ 

7 

RTS 

出力 

送信要ホ 

8 

CTS 

入力 

送信可 

9 

民 I 

入力 

y ングインジケート 







2 コネクタ仕様 


マウスコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

クロック 

6 

NC 

- 

未接続 


キ ーボー ドコネクタ 



ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

DATA 

入出力 

データ 

2 

NC 

- 

未接続 

3 

GND 

- 

グランド 

4 

VCC 

- 

電源 

5 

CLK 

入出力 

クロック 

6 

Reserved 

— 

本パソコン固有の記号が割り付けられ 
ています 


USB コネクタ 


U U U U 

12 3 4 


ピン番号 

信号名 

方向 

説明 

1 

VCC 

- 

ケーブル.電源 

2 

国 DATA 

入出力 

ー データ 信号 

3 

+DATA 

入出力 

+データ 信号 

4 

GND 

- 

ケーブル.グランド 







第 6 章巧術情報 


3コアの巧り付け 


パソコン本体背面の LAN コネクタにケーブルを接続するときは、不要電波の放射を怪減する 
ために、添付のコアをケーブルに取り付けてください。その際、コアにケーブルをはさみ込ま 
ないようにしてください。 

i LAN ケーブルをコアに通して、コアを閉じます。 



2 LAN ケーブルをパソコン本体背面の LAN コネクタに接続します。 




索引 


A 

Advanced メ ニユー . 66 

B 


BIOS 

— セットアップ . 60 

- セットアップの操作のしかた ... 61 

- セットアップを終了する . 63 

-のパスワード . 75 

C 

CD / DVD. 33 

CD-ROM ドライブ . 10 

CD アクセスランプ . 10 

CD 取り出しボタン . 11 

D 

DIMM スロット . 15 

E 

Exit メ ニュー . 74 

F 

FAN 付きヒートシンク . 15 

L 

LAN 

- 機能 . 84 

-コネクタ . 12,85 

M 

Main メ ニュー . 64 

S 

Security メ ニュー . 72 

Supervisor Password. 75 


u 


USB 

—固定用スリット . 13 

-コネクタ . 11,12, 87 

User Password . 75 

あ行 

アウトレット . 13 

アッパーロック . 13 

インレット . 13 

か行 

化張力ード . 55 

-スロット . 13,14 

管理を用パスワード . 75 

^—づ'—卜 . 31 

-コネクタ . 12, 87 

—のお手入れ . 43 

コア . 88 

コネクタ仕様 . 85 

さ行 

周辺機器 . 46 

仕様 . 82 

省エネまに基づくエネルギー 

消費効率 . 83 

シリアルコネクタ . 12, 86 

セカンダリ IDE コネクタ . 15 

セキュリティ . 18 

た行 

ディスクアクセスランプ . 11 

ディスプレイコネクタ . 12, 85 

電源 

-ボタン . 11 

-ユニット . 14 

—ランプ . 11 

盜難防止用ロック . 13 












































な行 

内蔵 

—ハードディスク . 14 

—バツテリ . 15 

は行 

パスワード ( BIOS ) 

-を削除する . 77 

—を設定する . 76 

-を変更する . 77 

-を忘れると . 75 

パソコン本体 

—前面 . 10 

-内部 . 14 

—のお手入れ . 42 

-背面 . 12 

パラレルコネクタ . 12, 86 

フット . 11 

プライマリ IDE コネクタ . 15 

フロッピーコネクタ . 15 

フロッピーディスク . 39 

-アクセスランプ . 11 

—ドライブ . 11 

-ドライブのお手入れ . 44 

-取り出しボタン . 11 

へッドホン端子 . 11 

本体カバー . 48 

本体仕様 . 82 

ま行 

マイク端子 . 11 

マウス . 28 

-コネクタ . 12, 87 

—のお手入れ . 42 

-の使いち . 28 

マザーボード . 15 

メッセージ . 78 

メモリ . 49 

や行 

ユーザー用/くスワード . 75 

ら行 

ラインアウト端子 . 13 

ラインイン端子 . 13 
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